


心 の 糧

十二 使徒評 議員

パ ワ ー ド Ｗ ．ハ ン タ ー

の ク リス チ ャ ンは， ・イエ ス ・キ リス トの福 音 が た だ信 ず るだ け の もの で は な盲

７く く
， 行 動 す る た め の計 画 で あ る こ とを 理 解 しな けれ ば な らな い。

福 音 は権 威 あ る もの で あ り， ま さ し くその 本質 は行 動 へ の 呼 び か けで あ る。 主 は

我 が福 音 を 「見 よ」 で は な く， それ に従 って 「生 きよ 」 と言 わ れ た。 ま た， 「そ の

美 しい構 成 と表 現 を心 に留 め よ」 で はな く， 「行 きて行 な い， 吟味 して体 得 し， 全

て を捧 げ て信 ぜ よ」 と言 わ れ た ので あ る。 イ エス ・キ リス ’トの福 音 は個 人 の確 か な

行 動 を求 め る権 威 と言 葉 に満 ちて お り， 義 務 とひ きつ け る力 に あ ふ れ て い る。

強い目的意識が念頭になければ，いかなる努力も決 して報いられることがない。

実際の目標や目的には，具体的に行動の動機と導 きとなるものが存在しなければな

らない。それで我々には救いと進歩の計画が与えられているのである。

福音は長期の永遠にさえもわたる目標であるが故に，今 日にも，明日にも，明後 日

にも達成できる短期の，当面の目的にそれを分けて考えることが必要なのである。

福音は人生の道であり，平易明瞭にして実際的である。 それは行動の教えであり

生活のすべをつくりあげる日々のごく小さな行動にまでおよぶのである。
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教 会 歴 史

１１月 １７日

１９６４年 オ ー ク ラ ン ド神 殿 献 堂 さ

る

１１月２１日

１８４１年 カー トラ ン ド神 殿 で始 め

て 死 者 の バ プテ ス マ が行 われ た

１１月２１目

１９１９年 ハ ワイ神 殿 献 堂 さ る

今 月 の 表 紙

今 月 の 表紙 は ， テ ンプ ル ス ク ェア
の

の訪問者セ ンターにある ソルバルセ

ンの作 ったキ リス トの像です。私 た

ちは ここで福 音の教 えを知 る ことが

できます。人 々は斜 面を昇 り，つ い

には天 の大空に位する救 い主 の像 の

前に出ます。 そ こを訪 れるす べての

人々は，美 しいその象徴 的な情景に

深い感 銘を受けます。
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惑

は信仰により歩むように地上に送 られた。現世の生涯は試 しの時期である。この地上の人

生活の一部として誘惑は避けがたいものではあるが，試 しとは誘惑に屈するということ

ではない。

救い主は，全世界で最 も偉大な模範を我々に示された。 そこでいたる所に住む人々，特に教

会の会員は，主を理想 として常に心に留めているのである。救い主はバプテスマを受けられた

直後に，誘惑の山として知 られる山の上 に連れて行かれた。それが主のお立ちになった所か，

また４０日の間断食をされた所であるか否かを私は知 らない。 しかし，いくつかの山上で試みる

者が主のもとにやって来た。そこで聖典には次のように記 されている。試みる者がいつもなす

ように，主の最 も弱い点と思うところを攻めた。救い主が断食をされた後なので，空腹である

と試みる者は考えた。最初の誘惑はご存知のように次の言葉で始まっている。

「もしあなたが神の子であるなら， これらの石がパンになるように命 じてごらんなさい。」

（そのあたりにはユダヤのパンに似た石があるので，あらゆる強い者にもその誘惑は効果的で

あったことであろ う。）

キ リス トは答えて言われた。「「人はパンだけで生きるものでな く，神の口から出る一つ一つ

の言で生 きるものである』 と書いてある」

次の誘惑は虚栄心をついたものであった。 ●
「もしあなたが神の子であるなら，下へ飛びお りてごらんなさい。（宮の頂上か ら）「神があ

なたのために御使たちにお命 じになると，あなたの足が石に打ちつけられないように，彼 らは

あなたを手でささえるであろう』と書いてあ りますから」。そこで救い主は答えて言われた。
「主なるあなたの神を試みてはな らない。」 （マタイ ４：３～７）

サタンは己れの勝利を得んとする企ての中で聖なる句を引用 したのであった。シェィクスピ

ァが 「ベニスの商人」の中でアン トニオにどのよ うに言わせているかを思い出しでみよう。

「悪魔 も聖書を引きあいに出すことがあるものだ，自分勝手な目的にな。

根性のまがったやつが神聖な句を楯にとるのは悪魔が作 り笑いをするのと同じだ。

見かけは立派だが芯の腐ったリンゴだよ。
覧
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一　一ま が い物 が 見事 な外 面 を も
って る こ と， お そ るべ き ものだ ！」 （第 １幕第 ３場 ） 噺

第 三 の誘 惑 は富 と権 力 に対 す る愛 で あ った 。試 み る者 が イ エ ス を 高 い 山 に連 れ て行 き， この

世 につ け る物 と そ の栄 華 とを 見 せ て 言 った 。 「も しあ な た が ， ひ れ 伏 して わ た しを拝 む な ら，

これ らの ものを 皆 あ な た に あ げ ま し ょ う」 す る とイ エ ス は そ の 神 よ りｏ権 威 を も って言 わ れ

た。 「サ タ ンよ， 退 け。 ｒ主 な るあ な た の神 を拝 し， た だ神 に の み仕 え よ』 と 書 い て あ る」。 そ

こで試 み る者 は離 れ 去 り， 御 使 た ちが み も と に きて 仕 え た と書 か れ て い る。 （マ タ イ４：９～ １１）

サ タ ンは あ な た の最 大 の弱 点 につ け込 ん で ， 試 み ， 打 ち負 か そ うとす る。 す な わ ち あ な た 自

身 が弱 くな る と， サ タ ンは そ の弱 さを 一 層 つ い て くるの で あ る。 サ タ ンに 立 向 うな らば， 力 を

得 るで あ ろ う。 も し別 な方 法 で 試 み る な ら， ま た 立 向 って 行 きな さい。 す る とサ タ ンは一 層弱 ・

くな る で あ ろ う。 今 度 は あ な たが ， どん な 状 況 にあ ろ う と も， 次 の よ うに言 え るま で に強 くな

る で あ ろ う。 「サ タ ンよ， 退 け。 ｒ主 な る あ な た の神 を拝 し， た だ神 に のみ 仕 え よ」 と書 い て

あ る」。 （マル コ ４：８）

今 日 で は， ど こに誘 惑 が 来 るで あ ろ うか 。 人 の 集 ま る所 ，政 界， 取 引 関係 ， 雇 用 関係 に お い

て我 々 に そ れ が や っ て く る。

我 々 が誰 れ も見 て いな い と思 う時 に誘 惑 が よ くや って来 る。 しか し， い つ も誰 れ か が見 て い

る もの で あ り， そ の人 は我 々 に失 望 す る と， 我 々ば か りで な く， そ の よ って 立 つ もの ま で も目

ざ・と く批 判 しが ちで あ る。 我 々が ただ黙 って 誘 惑 に打 ち勝 つ こ と程 ，教 会 を よ う護 す る機 会 は

な い で あ ろ う。 我 々 は集 会 で よ く歌 って い る。

「山 の上 や荒 れ る 海 を越 えゆ き また 戦 の 場 に も 主 は 召 した ま わ ん

わ が 知 らぬ 道 へ と 呼 ぶ 声 小 さ く も 主 に よ り こた え つ つ み む ね の ま ま行 か ん

（讃 美 歌 第 １００番 ）

この静 か で ， 小 さ な声 が ， 義 務 を 果 す よ うに 呼 び か け る時 に ， そ れ が意 味 の な い もの に思 わ

れ ， 当時 者 と神 を 除 い て 誰 れ に も知 られ て い な い 事 で あ っ て も， そ の呼 び声 に応 え る人 は， 御

意 に従 って 行 う力 を 得 る ので あ る。

誘 惑 は同 じよ うに しば しば 静 か にや って来 る もの で あ る。 お そ ら くそ の誘 惑 に 屈 す る こ と

は， 当人 と神 以 外 誰 れ に も知 られ な い と して も， そ の 人 が屈 して しま うな ら， 世 の悪 に ひ ど く

弱 め られ ， 汚 され て しま う。

決 して あ な た は， 悪 い もの に妥 協 し， へ つ ら って は な らな い。 誘惑 を し りぞ け ， サ タ ンに立

ち 向 い な さい。 そ うすれ ば サ タ ンは あ な た か ら身 を 引 くに ちが い ない 。

モ ’ル モ ン ユ ー モ ア

１． 生 徒 「先 生 ， この足 し算 を十 回 しま した」

先 生 「よ ろ しい 。 け っ こ うだ」

生 徒 「答 が 十 通 り出 ま した」

２． あ る米 国人 が ロ ン ドンの パ ー テ ィで ど こか 見覚 え の あ

る美 人 に あ っ たが ， 仲 々思 い 出 せ な い ま・ま， 近 ず い て言

っ た。 「ま た お 目 に か か れて 光 栄 です 」 相 手 は 「ど うも」

と言 っ ただ け な ので さ らに 彼 は続 けた。 「御 母上 は如 何

で す か 」 「おか げ さ まで 元 気 で す わ 」 「御兄 上 は 如何 で

す か 」 「あ ら， 私 ， 兄 は お りませ ん の 。」 い さ さか あ わ て

て彼 は云 った。 「で は御 姉 上 は ？」 そ の美 人 は に っ こ り

して 答 え た 。 「ま だ女 王 を して お りま す わ 。」

３． 「君 は タイ プが 打 て るか ね」

「うて ます
。 私 の は聖 書 式 打 ち方 で す。

探 せ よ， さ らば 見 い 出 さん 。」

４． 日曜 学 校 の先 生 が ， 子 供 達 に ノ アの 箱 舟 の話 を した。

い ろ い ろ な動 物 達 が 船 に のせ られ た 事 を話 して か ら， 先

生 は言 っ た。 「ノア は ひ ま な時 に ま わ りの海 の 魚 を釣 っ

た と思 い ます か 。」

「ど う して先 生 」 か わ い ら しい 声 が 聞 こえ た
。

「箱 舟 に乗 せ た た った 二 匹 のみ み ず で つ った の ？」

５８
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ジ ョー ジ ・ロ ム ニ ー へ の

ジ ョ ー ジ ・ ロ ム ニ ー

政治 に関す る質問

日聖 徒 の 中 で ミシガ ン州 の ジ ョー ジ ・ロ ムニ ー知 事 ほ ど， 公 人 と して 著 名 な人 は い

末 ．
ない。知事に三選 され る以前は，アメリカンモータースの社長で，当時の合衆国に小

型車革命をひきおこした。デ トロイ トステーキ部長で もあった。今年の初頭，共和党大統

領候補指名選挙 に立候補 した。長年にわたる人道的奉仕 とそのために受けた賞の数々は，

それと同 じく重要でありながら余 り知 られていない。公的な責任についての彼の思想は甚

だ興味深いものであろう。

質問 あなたの経験から，教会員は今日の世界にどの様な

印象を与えていると思いますか。

答 西欧のキ リス ト教文化圏外に住む人々は，当教会につ

いてほとんど知っていません。

一般に末日聖徒は勤勉で正直だとみられています。教会や

教会員達が，貧 しい人々と生活不能の入々の世話をすること

や，個人の尊厳と独立を侵さずに援助するという実際的な計

画を多 くの人々が賞賛 しています。

また一方，私たちが クリスチャンであるかどうかを知 らな

い人４も多くいます。彼 らは私たちの信仰や原則をはっきり

知っていません。ま定とくに最近は，モルモンが偏見を持つ

人種差別主義ではないか，特に黒人を，他人種 と比較 したゆ

神 との関係において劣等人種であると思っているのではない

かと考える人々も多 くいます。

しばしば教会員達か ら手紙を頂 きますが，心配なことは，

非常な偏見を示すつまらない質問の手紙のことです。 もちろ

ん，非常に少数の教会員にすぎないと思ってはいますが，彼

らの考えは幾分偏狭です。概 して，教会員をよ く知 っている

人々は，好感を抱いています。 しか しながら，我々が思 って

いるほどには，よく知 られていない様です。

れは規律の欠如，道徳の低下，家庭生活の退廃，個人の責任

感の減少，そして，社会の世話になって生活しようという気

持や，ただで物を手に入れようとする態度に現われてきてい

ます。 この霊性の衰退は人種差別に も反映 してお り， このこ

とが今日の世界の最大の問題であると考えます。

質問 市民活動に対する末日聖徒の務めについてはどの様

にお考えですか。

答 霊的生活を，社会的，経済的，政治的生活か ら分ける

ことはできませんし，また好 き勝手にふるまうこともできま

せん。とりわけ末日聖徒は，その霊的思想の故に一そう，社

会的，経済的，政治的な生活にとりくまねばならないのです。

残念なことに，時間と努力が教会にとられるので，市民とし

ての義務を軽ん じてもよいと考えている教会員 もおられるよ

うです。この故に，出来るだけ多 くの人々が教会の仕事を う

けもたねばならないのです。そうすれば，各 自の負担が重す

ぎることはなくなるはずです。色々な責任を考えてみると，

先ず第一に大切なのは教会と家庭です。教会は私たちが良い

健全な家庭生活を営むためにあ ります。その教会と家庭に次

ぐものが市民活動にとりくむ責任なのです。

質問 世界が直面している最もさし迫った問題は何とお考

えですか。

答

６０

神への信仰 と，同胞に対する信頼の欠如で しょう。 こ

質問 末日聖徒の人をも含めて，政治を高潔な人物にふさ

わしくはないとして，政治活動に携わらない人々が

います。そのような態度をどうお考えですか。



答 伍値ある人々が参加 しなければ，政治活動はとるに足

りないものになります。高い理念を有する教会員達 こそ，不

十分な政治を改めるたあに活発に参加すべき人々です。

質問 政治生活のうちで福音の原則に反する様なことには

どう対処したらよいでしようか。

答 人の生活で，まった く完全なものはないように思いま

す。政治活動に不健全な面がある場合，政治家は自分の：地位

において改．善に努力することです。 もっともこのことは，実

業界にあって も，社会や教会にあっても，同じことです。私

自身は福音の原則に反する様な政界固有の慣習はまだ知 りま

せん。

私が ここで強調 したいことは，定員会や補助組織で経験を

つんだ教会員は特に，政界をふ くめてどの分野でも組織 と権

威を最 もよく用いて良い結果を生みだせるということです。

最 も扱いにくい道具は権力という道具であると思います。 こ
’
の権威の行使に関 しては，末日聖徒ほどによい啓示 と導きと

経験に恵まれている人々はいないと思います。

質問 末日聖徒が他人との交際にあたってクリスチ ャンと

しての標準を落さずに社会や政界において十分やっ

て行けるとお考えですか。あなたの経験ではいかが

ですか。

答 それはできます。思慮深い人々にとっては問題ありま

せん。 もちろん例外はあ りますが，信条を全 うする人は尊敬

され’るものです。私が知ったところでは，人々は， 「あなた

よりも聖い」という態度をとったり， 自分の教会の尺度で教

会外の人々をはムったりする人をきらいます。我々にとって

の道徳不道徳も，教会員でない人々にとっての道徳不道徳と

違うことが多 くあります。我々が確信 していることでも他の

人々にとってはそうでないことも多 くあります。教会員が他

．の人々をみな，自分の標準にあてはめてはかろうとする時に

問題が起 こるのだと思います。
も

私 が デ トロイ トに 来 た 時 ， ワ シ ン トンの人 々 に言 われ ま し

た。 「ウ ィ．ス キ ーや 葉 巻 好 きの 自動 車 作 りの連 中 に伍 して ，

ど うや って 自動 車 産 業 で 頭 角 を表 わ して行 くの か ね」 しか し

それ はむ ず か し くなか った し， 自分 が ウイ ス キ ーや 葉 巻 をや

る必 要 もあ りませ ん で した。私 は た だ； い っし よに働 いて も

彼 らに いや な気 持 を 与 え なか った の で した。 政 界 入 りに 際 し

て も同 じこ とが 言 わ れ ま した し， 教 会 の人 々 か らい た だ い た

手 紙 の多 くは， 道 理 に合 わ ぬ こ とや， 教 会 の原 則 に かか わ り

の な い こ と につ いて で した。 私 が交 わ った人 々 は， 私 が トマ

トジ ュ ー スや レモ ネ ー ドを飲 ん で いそ もそ ん な こ とに は かか

わ りな く楽 しい ので す。 彼 らは そ の こ とで決 して 気 を悪 くな

ど しませ ん。

質問 周囲の末日聖徒の行いや態度で，政治活動の際に困

ったことはおありですか。、

答 そういうこ・とはほとんどありません。多 くの人たちか

らよい助力を頂いていますし，教会員のでている政治集会に

行 く時 も，一般にそのふるまいは立派だったと思います。自

分の家においてさえ，その場に居合わせる非教会員を軽ん じ

る発言を した教会員 もあるにはありましたが， しか し，私の

政治生活で経験 した主な問題は，人種問題に対する我々の態

度について非教会員が釈然 としない印象をもっでいることで

す。我々が黒入 の人々もみな完全な市民権があることを本当

．に信 じているかどうかが，本質的な問題だ と思います。

質問 その問題に対する答はいかがですか。
ｉレ

答 教会の方針は大管長会によって述べ られました。すな

わち，私たちは独立宣言 と合衆国憲法が真であると信じ，す

べての人々に完全な市民権の存することを信 じています。社

会的不平等 と人種差別の徹去につ くした私の記録を見て頂 き

たいと思います。判断の基準は他の人の印象ではな く，その

業績に基 くべきだと考えます。１私 は教会の教義を論 じること

をお断 りして来ましたが，その理由は，我々が人種的偏見を
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抱いていないことを理解 していただ くためには，前世や来世

やすべての考え方を論 じなくては教会の教義を説明できない

と思 うからです。そのことをすれば，公的な仕事に宗教論争

をもちこむことになり，我々の信条と反すること に な りま

す。我々は政教の分離を信 じています。

質問 教義と聖約 １０１：７７～８０に記されている合衆国憲法

をつ くるために立てられた人々についての啓示によ

って，この憲法の改正は不可能だという意見があり

ますが，これを誤 りとお考えですか。

答 私は， もし教会員が，その啓示が憲法を変えてはなら

ないという意味だと考えるならば，それは啓示を誤まって解

釈 していると考えます。なぜなら，この憲法の大切な条項の

一つに，改正が必要な場合には変えることができるという宣

言がありますし，実際，変えることも必要だか らです。 しか

し，改正の手続 きは憲法に規定されており，それが建国の父

達の霊感によることは明らかです。彼 らは移 り変わる状況の

もとに改正 も必至であることを知っていました。今日，世界

に広がる新 しい問題に直面する時，邪悪と不正を正すために

改正も可能であることを異議なく認ある必要のあるのは明ら

かです。 しかし，改正は平和的に秩序ある方法によってもた

らされるものであり，憲法の中に，誰れにも法律を犯す権利

のないことがうたわれている大きな理由もそこに あ る の で

す。 一

質問 米国における社会不安の解決はどうしたらよいとお

思いですか。

答 簡単に言 うと，社会正義のない社会秩序は あ りま せ

ん。我々は秩序ある平和的な変革を通 して社会正義が達成で

きることを行動で示 さねばなりません。

人種や肌の色が何であれ，すべての人々は文字通 り神を父

にいただ く兄弟であると信 じる我々は，社会正義と社会秩序

のたあに闘う指導者 とならねばなりません。米国民で米国の
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、

法を犯す権利を持つ者は一人 もいません。また人種や肌の色

のたさ６に，人間の尊厳 や完全な市民権や，平等の権利や正義

を否定できる人 も誰れ一人 としていません。

教会の初期の会員たちが奴隷制度廃止のため先頭に立って

闘ったように，我々も法 と秩序を守 り，黒人その他の人４の

社会的不平等と二流市民の地位を徹去するため，先頭に立っ

て闘うべきです。現今の社会不安を悪用 しようとする破壊者

のあることは明らかですが，黒人が，早 く完全な市民権をも

って，米国の将来に １００パーセン ト参加する希望をすてぬ限

り，これら危険な人々をおさえることができます。

マタイ伝２５：４０の 「わたしの兄弟であるこれらの最 も小 さ

い者のひとりにしたのは，すなわちわた しにしたのである」

そしてモルモン経，第 皿ニーファイ２６：３３の 「主は人間に明．

らかでなければ何事 もなしたまわず，万人が主の御許へ来て

主のめ ぐみにあずかるように招きたもうている」 という不エ

スの御言葉を忘れてはなりません。

質問．政治生活の経験は満足できる有益なものだったで し

ようか。

答 大きな満足と豊かな実 りを与える経験です。はなはだ

骨の折れる仕事ですが，私の生活に新 しい面を開いてくれま

した。国内と国際問題にさらに目を向ける様になり，公共に

尽す人々，政治活動に携る人々の払った犠牲を一層感謝出来

る様になりました。公共に奉仕するという満足感の故に， こ

の犠牲は大きな価値があるものです。

結びとして，教会員である我々は信仰，教育，協力，仕事

などの重要性をさらに認識すべきことと，公共生活において

その重要性を強調する立場にいる事を申しあげたいと思いま

す。

政治その他公的なことで成功を収めるよ りさらに大事なこ

とは， 自分のなし得ることを行なうことであり， 「すべての

業は影響を及ぼし，すべての行ないは最後に必ず軽重を問わ

れる。勝利を見ようと，戦いの最中に死のうと，それは問題

ではないのだ。」とは，正に至言であります。
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イスラエルとシリアが争っていた時に，シリア軍の秘此
日 密の計画が全部知 られてしまっているかのようにイス

ラエル軍はシリアの戦略に常に準備 していました。この事態

，がシリア軍の裏をか くことになったので指揮官の一人がその

計画を漏らしたのではないかと思われました。聖書はこのこ

とについて次のように記 しています。

「ス リヤの王はこの事のたδ６に心を悩まし，家来達を召し

て言 った ｒわれわれのうち，だれかイスラエルの王と通 じて

いるのか，わたしに告げる者はないか」。ひとりの家来 が い

った，『王，わが主よ，だれも通 じている者はいま せ ん，た

だイスラエルの予言者，エリシヤが，あなたが寝室で語られ

る言葉でもイスラエルの王につげるのです』。」

（列王紀下 ６：１１～１２）

ただちにシリアの軍隊は予言者エリシヤが住んでいる ドタ

ンに移 り，夜のうちにその街を取 り囲みました。

エリシヤの召使でゲバジという名の若者は朝早 く眼をさま

し外を見た時に恐ろしい光景を眼のあたりにしエ リシヤを起

こし恐ろしげに 「「ああわが主よ，わたしたちはどうしまし

ょうか」 と叫びました，エリシヤは見て静かに言った 「恐れ

ることはない。われわれと共にいる者は彼等と共 にいる者 よ

りも多いのだから。」そこでゲバジはその意味が解 らな かっ

たので，エリシヤが祈って 「主よどうぞ，彼の目を開いて見

せてやって ください」 というと，主はその若者の目を開かれ

たので，彼が見ると火の馬と火の戦車が山に満 ちてエ リシヤ

の囲りにあった』。 （列王紀下 ６：１５～１７）

私達は時々ゲバジのようになり，福音の神聖な力や重要性

を理解出来なくなることがあります。私達が成長するにつれ

て，福音の意味深い神聖な重要性を理解するように眼をひら

いていることが大切なのです。霊的な洞察力が欠けているた

めにある青年達は人生の数々の神聖な事実に尊敬を払いませ

ん。霊的洞察力や理解の必要と尊敬や敬慶の特質とはどんな
ｏ．

関係があるので しょうか。

マッケイ大管長は敬慶について 「愛を含んだ心 か．らの尊

敬」であると語 りました。更にマッケイ大管長は語 っていま

す。

「神や神聖な物事に対 して敬度な心をもつことは偉大な人

の主たる特質である。偉大でない人々でも成功するかもしれ
リ ギ コ

ないが，敬慶さがなければ決 して偉大にはなり得ない。偉矢

な人は敬慶である。その人は神に対 して敬慶であり，神の創

りたもうたあらゆるものに対しても敬慶な心を持 っている。

そして，今日の世界が直面 している大 きな問題は神やその御

．子やイエス ・キリス トの福音に対する態度なのである」。

（幸福への道 Ｐ．２６１）

私達の予言者のこの言葉は大切な意義を提示 しています。

もし教会において若い男女一人一人が毎日の生活の中で この

言葉の意味を実践によってはっきりと知 るなら， この言葉は
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一人一人に大きな力を与えることで しょう
。

トーマス ・カーライルはエジンバラ大学の学長 として就任

した時に注目すべき即興の演説をし，ゲーテの 「ウィルヘル

ム ・マイスターの旅」からい くつかの重要な考えを引用 しま

した。それ らの考えというのは敬度の重要性を強調 していま．

す。

彼は次のように語 りました 「私達を苦しめたりあらゆる面

で妨害 したりするような危険な要素から守 って，青年時代を

立派にすごすべき重要な時に，全ての他のものを超越する機

能を考えたり，統御 したり，管理するために世界で最 も賢い

三人の男の人が集まりました。三人のうちの最年長者はウィ

ルヘルムに 「健全さを良 く教えられている子供 は沢山の素晴

しい贈 りものを世にもたらしますよ。そして非常にまれです

がこの賜はわずかな助けだけで自然に大きくなります。 しか

し， どの子供 も世の中にもたらすことが出来ないものがある

んだよ，その上それなしでは全て他のものが役にたたな くな

るんだよ』。と云いました。
．
ウィルヘルムはそばにいてその年長者に 「それは一体なん

ですか』 と尋ねました。「多分あなたでもそれを本当 に 欲し

がりますよ』 とその年長者が云ったので 『それは一体なんで

あるか教えて下さい』 とウィルヘルムは言いました。 『それ

はね，、いいかね，敬慶，敬慶ということなんだよ。尊敬は私

達よりも偉大で素晴しい人４に払われたもので当然恐れとは

性質が異っているし，〈敬慶〉はかって人々の間にあり，ま

たこれか らも存在するだろうと思われるあらゆる宗教の精神

なのだよ』 と他の賢人が答えました。

けれども私達は子供達が世の中に敬慶さを持 って来ないか

どうか解かりませんが，ｒ敬慶 さなしでは全て他の物事 は無

益である』 ということは疑いもな く事実であ ります」。

マッケィ大管長は 「敬虜とは強さの印の一つであ り，不敬 画

は最 も明確な弱さの印である。神聖なものごとをあざける人

は誰れでも決 して高貴な人になりえない」と言っています。

このことは私達の予言者が真実偉大な人であり非常に敬慶な ’

人であることを表 しています。このことに関 して全ての教会

員にチャールス ・エ ドワー ド・ジエファーソンの言葉を引用

して語 りました。

「私達は生来敬慶な人間ではない し訓練によってそうなる

のでもない。年代 とともに敬慶な心が失われてい くという人

々がいる。老人達は一様にいくらかの美わしい丁寧さや昔 し

はもっと普通であった美 しい敬慶さを失 っていることを嘆い

ている。社会全般からこの敬慶 さが失われている。多 ぐの階

層の男女は如才がな く，面白 く，才気縦横であるが人生の三

つの面の一つが欠けている。だから人々は高い水準に達 し得

ないのである。１彼らの会話には知識がひらめ くがそれはつま

らな く，時には軽薄な感 じさえ与える。彼 らの話は機知に富
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んでいるが，その機知はしばしば高貴な神聖な物事を犠牲に

しているのである。その様な人は自分の知識を示すためにあ

らゆる良い人々によって賞讃されてきた物事をあざけること

が必要であると思 っている。そのためにますます高い水準か

ら落 ちてしまっている。ある人が私達の今日の改革家達の世

界に足を入れた時に，高い目標を目ざす ことに欠けている多

くの人々がいることに気付 くであろう。 この人々の多 くは恐

ろしいほど本気であり，世の中の悪を見るとそれを悪と感 じ

彼 ら （人々にする）の同情は広 く，熱心さははげしいけれど

も彼 らはそれ以上発展することができない。そのような人々

は天にいます父に栄光を帰 さないのに，彼 らの幾人かはナザ

レ人を讃えることを公言する。彼 らはキリス トの性格とその

教えを賞讃する。 しかし，不思議な話であるが，彼 らはキリ

ス トの敬慶さを真似ようとはしない。またキリス トの目が常

に注目している方向にちょっと一べつを注 ぐだけである。あ

る人 は教会の中でさえもこの敬慶 さの欠けていることに気付

く。あらゆるところで，彼 らが気に入 ったら教会に集ってい

ようがいまいが電車について話 し合うのと同じような気持で

神様の家について論ずる人 々がいる。いつも教会に集 う人々

でさえも祈 りの家における彼らの不尊な態度によって時々人 ・』

を驚か し衝撃を与えている。このような人々は無学な人でも

野ばんな人でもない。ただ敬慶の徳についてまだあまり知 っ

ていないのである」。 （人生の宝 Ｐ．２６２－２６３）

なぜ この敬慶さが明らかに衰微の一途をたどっているので、

しょうか。アレクサンダー ・マクラーレンの述べている助言

から引用 してみますと 「見かけよくかざりたてたおもちゃや

ガラスのピーズを沢山持 っている手は永遠の富をつかむこと

は出来ない。そしてぎらぎら輝 く光にならされている眼は星

を一杯たたえた紫色の天を仰いだ時に，ただ暗やみしか見る

ことが出来ない」。 さまざまな形の悪を迎合 したり，世の中

の仕事で勝手気ままに振舞 うと高貴なまた高潔なものに対す

る感受性が鈍 くなります。

これらのことが敬慶さを破壊 してしまいますか ら，どうし

たら私達は敬慶さを発展出来るでしょうか。マッケイ大管長

は 「信仰深い心は私達の生活に敬慶 さをもたらすのに大きな

助けとなるであろう。」 と助言 しました。神様 に対する敬 慶

な心は神様との真の関係をつ くる時に生 じます。勤勉な研究

と心か らなる祈 りによっ℃，青年男女の皆 さんがこの真の関

係を樹立することは真にすばらしいことであります。

ジョン ・ラスキンの 「何をあがあるかを知 らなければ，あ

らゆる本当の喜びや進歩の力は生 じない」 という言葉はこの

問題の実に重要な点を指摘しています。

私達は偉大な人生の霊的な事実を敬慶な心をもって行なう

ことが大切であると解るように私達の目を開いている心要が

あります。
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ッケイ姉妹は日の光となり，彼女を個人的に知る人々
マ 彼女を予言者の妻 として知 り彼女から力をいただく人

々の希望の光となって来 られました。私たち全てが尊敬する

マッケイ姉妹ほど妻 として，母 として立派な方は他にありま

せル。楽しい日，晴れた日も，暗黒の日も，マッケイ姉妹は

強い信仰と幸せを維持 して来 られました。次に載せる文はマ

ッケイ姉妹がブリガム ・ヤング大学で女子学生に話された中

から抜粋 したものです。

夫と妻の態度

女性が良き妻，良き母 となる資格は多 くあげられますが，
一番重要なものは忍耐です。子供や夫の気質，誤解，欲求，

行ない等に対する忍耐です。

女性は愛を示す男性 と交際 しても，男性を理解 していませ

ん。このことが二人の不和，心痛，誤解の重大な一因となっ

ています。 「男性の愛は生活の一部であり，女性の愛は全て

である」 ことを婦人たちが理解 しさえすれば，と思います。

男性 は女性と違 っていますから，男性を知るだけでなく，

婦 人 の 皆 さ ん ヘ ー・ 言

彼にあわせることが大切になってきます。

家庭の平和は本当に婦人の責任です。ｉ壁 望む

なら自分でそうなる しカ

と愛と犠牲の精神を持 ち，よろこんで助 け仕えて，

その代価を払うのです。家長の望みはあなたの望みでもあり

ますか ら，彼の望むことを喜んで行なわなくては な りませ

ん。また知恵は九割の沈黙 と一割の機知によって生 じること

を常に心 しな くてはなりません。

憂 うつな をしていると 々はあなた 並 てゆきま

変 らぬ親

自分で

エ マ ・ レ イ ・ リ ッ グ ズ ・ マ ッ ケ イ

す。憂 うつは気分が傷ついているのを表わすことによって生

じます。人は他の人 と交わらずに生活できません し，心をい

らだてないで生活することもできません。私たちには外から

の挑戦があります。問題はそれがやって来る時にどう対処す

るかです。私たちが傷つけられるのはどうにもできないとは

いえ，傷つけられたことを表わすかどうかは私たちしだいで

す。

夫が私たちの気持を傷つける場合の十中の八九までが知ら

ずにしてしまっているのであり，自分¢薄 える傷がどんなも

のかを知 らないでいるのです。私たちが荒い言葉を口にせず

ほほえみをたたえて自分達の仕事に精を出したら全ての問題

は消えてしまうでしょう。けれど傷を受けた時にいつも騒 ぎ

立て，いら立つなら事態は悪 くなるばかりです。

いらいらや喧嘩の原因の一つに夫を非難する事 が あ りま

す。夫は妻か ら非難されるのをたえ難 く思 うものです。それ

は愛をおさえて しまいます。

末日聖徒の結婚は神権をもつ男性が家長であることを教え

ます。従属的な立場を嫌うご婦人もいますが，夫が子供の目
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』
の前でさげすまれては神権に対する尊敬の念を子供に教える

ことは不可能です。家長にふさわしい夫であれば，妻は彼を

尊敬し助けて行 くべきです。

両親の子供に対する態度

子供が二，三才 の幼い時に夫に従順でない母親はその子供

が成長するにつれて悩みが多 くなります。

子供を しつけるのに最もよくないことは恐怖を与えること

です。それは無益で害があります。子供 はほめられな くとも

当り前の事を行なうように教えな くてはなりません。なぜな ．

磨子供はほめら即 るためにものごとを喜んで行ぢうものです

から。家庭は両親が従１頂，正直，忠実，誠実，勇気，真の尊

厳 と礼儀のうちに導き教える場です。子供には皆同 じ愛情を

ｌ ｌｌ１１ １１闘ｌｌ ｌ ｌＩ Ｉ【【ｌＩｌ ■ 慶塵 ｌＩ［１ｌｌ 」 １■ ■１１１闘 ９ １１ｌ ＩＩｌ隠

そそぎ子供をだますことは決 してしないで下 さい。

子供同志の態度

喜びと楽しさは家庭の平和にとって最 も大切です。家庭は

楽 しく，心地良 くな くてはなりません。静まり返った家庭は

退屈でみじめで家族を憂 うつにしてしまいます。音楽は心を

楽 しくするものです。音楽には必ずしもお金が必要なわけで

はありません。気むつか しい子供 に悩む多 くのお母 さん方は

やさしく歌を歌って子供め心を柔らげることが出来ます。

子供を心おだやかに楽 しく育てるには，自分が子供の様に

なっていらしょに進歩成長 してゆくことです。 「低俗な家庭

か ら高潔な国家，不幸な家庭から幸せな国家は決 して育 ちま

せん。

１ 暉ＩＩ ｍ 闘ｌ Ｉ ｌｌ ｌｌ８０１ 馳 且１１ ０圏眞ｍ Ｉｌｌ ｌｌ■１「 曲 １■ 田■田■■匪

こ う して私 は扶 助協会 を知 った
リ ク シ ン ・ イ ー ガ ー

＿ 四日前 トーマス監督は私に話がしたいから事務所へ来
一 ’てほしい旨を電話 して来られま

．した。私が家族の者に

二，三十分家をあける事と，どこへ行 くかを伝えると十才に

なる娘は， 「すてき，私達のプライマ リーの先生がいないか

ら多分その先生になるんだわ」と言い出しました。

私が髪を整えている間中，娘はクラスを教える楽 し さ と

か，むずか しさについて話 し続けていました。私が監督との

話を終えて家に戻 り家族の者に扶助協会のクラスで教える事

になったと話すと，その十才になる娘は， 「それは不公平だ

わ，扶助協会の人達はみんななんでも知っているのに……」

と不平そうでした。

私は今，扶助協会の重要性 と価値に対 して証を持っており

ますが，過去の証はいつもこうではありませんでした。私が

どうして扶助協会に熱心になれたかをお話 ししましょう。

十八才で結婚 した時，私は扶助協会に出席する機会があっ．

たのに，出席 しませんで した。扶助協会に出席するのはよい

ことに違いないとは思いましたが，私はなにぶんにもまだ十

八才の若年でした。 ２つの理由で扶助協会に出席するのを躊

躇 していたのです。一つは，扶助協会は教会福祉の裁縫 にだ

け奉仕 している会だと考えていたこと，第二に姉妹達は扶助

協会で仕事をしている間中世間話に時間を費 しているのでは

ないかとの思わくからでした。私の住んでいる小さな町で何

が会話の対称になるのか当時の私には本当に判 りませんでし

た。年がたつにつれて私はさらに無関心になって行 き ま し

た。記憶する限りで，私は自分自身の人生に二つの主な目標

を置いて生きて来ました。一つは，大勢の子供を育て，彼 ら

を立派に教育する事であり，今一つは，自分自身が出来 るだ

け教育を受ける事です。

結婚 して最初の六年間私は五人の子供に恵まれ，喜びに満

ちた生活をしていましたが，その頃か ら不満め様なものを感

じ始めました。そ れは，私にはひき続いて学ぶべきものがな

いということに気づいたのです。子供が小さいので夜学には

通えず，毎日家事に追われている状態でした。その間，扶助

協会の方々が毎月訪問 して集会に出るよう勧めて下 さいまし

た。私はその頃，集会に出席することが今の自分に必要なの

だと心に強 く感 じていました。ある日，扶助協会の会長 さん

がおみえになり集会で歌を歌って下さいと言われて，私は扶

助協会へ行きました。それはこれまで私が知 らなかった経験

でした。 クラスの教師 とレッスンは素晴 しく，私は感動して

しまいました。知識を得る道がある事を知ったのです。それ

以来私は扶助協会に加わり， クラスのある前には必 らず勉強

する様になりました。私は最初個人的な知識を得る目的で出

席 し始あましたが，間もなく一人の良き妻，良き母になろう

という目的で学ぶ様になりました。そして子供達が肉体的の

みな らず，生活の全ての面で成長出来る様に助けるという目

的で学びました。私は自分が，母 としていかに期待されてい

るかを理解出来ました。 もし私がこの事に気が付かなかった

らどうなっていたことでしょう。私の向学心は実に家族の向

学心を促進させる結果とな りました。

四年前，私はワー ド部の扶助協会々長会に召されました。

自分の家族以外の人達に仕えようという希望が知識欲を増 し

広げて，奉仕の喜びをもたらしました。

私は数度にわたって次の様な事を聞いたことがあります。
一人の婦人が集会に忠実に出席 し，学課を学び，教えを生活

にとり入れようとする時，彼女は大学教育と同等の教育を教

会から受けることが出来るということです。その人は女 とし

て，母 として，また職業人 として立派に合格する知識 と知恵

を学ぶことが出来ます。

私は，末 日聖徒の婦人は全て扶助協会に出席すべきだと思

いま寸。それによって，子供を育てる母の手はより強 く，よ

り優しく，しかも安定 した手 となります。 これが私の心から

の信仰と証です。
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日 曜 学 校
、 葛

人 を不死不滅 な もの にす る教師

大 管 長 デ ビ ド ０． マ ッ ケ イ

教 師 の み な さま あ な た が た は子 供 た ちの 「育 て の親 」 で あ

る。 多 くの子 供 は ， 家 庭 で よ くしつ け られ て い る。 しか し，

宗 教 的 な こ とや 徳 高 い こ とを， 家 庭 で は ほ とん ど学 ん で い な

い 子 供 た ち も あ り， ま た主 の み 名 を お ろ そ か にす る家 庭 で育

つ 子 供 た ち も あ る。 そ うで あ る と考 え た くは な い が， それ は

否 定 で きな い 事 実 で あ る。 こ うい うわ け で教 師 は， しな くて

は な らな い こ とだ けで な く， して は い け な い こ とを も教 え る

必 要 が で て くる。 ・

人 の努 め る事 柄 や 人 の心 の花 園 に は， 花 や有 益 な植 物 とい

っ し ょに と げや あ ざみ もあ る。

教 え る あな た が た … … あ な た が た は偉 大 な教 師 で は ない か

も しれ な い。 また ， レ ッス ンを論 理 的 に， 思 うよ うに感 銘 深

く教 え る こ とが で きな い か も しれ な い。 しか しど ん な教 師 で

も この こ とは で き る。 す な わ ち， よ く祈 り， 愛 す る生 徒 の心

、に触 れ た い とい う願 い に誠 実 な教 師 で あ る こ と。 これ が ， も

っ と もよ く教 え る こ との で きる方 法 で あ る。 子 供 や 青 年 は お

も し ろい レ ッス ンの言 葉 よ り も， 教 師 の人 柄 に強 い印 象 を 受

け る もの で あ る。 あ な た は信 じて い る こ とを 教 え， ク ラス の

生 徒 が そ れ を信 じ， そ れ に従 っ て生 き る よ う望 ん で い るで あ

ろ う。 あ な た は種 を ま き， それ を 育 て る。 そ の種 はや が て 神

の み 手 を ひ ら くの で あ る。

あ な た の ク ラス に， 将 来 の科 学 者 や 偉 大 な 彫 刻 家 ， 政 治 家

宣 教 師 が い な い とど う して 断 言 で き よ う。 ジ ョン ・ トレ ビニ

ウス は地 味 で古 い タ イ プの教 師 で あ った が ， ク ラス の 少 年 少

女 を将 来 の紳 士 淑 女 と して ， 敬 意 を も って 接 して い た こ とが

記 さ れて い る。 彼 は， また ， い たず らっ子 の生 徒 た ち も 「偉

大 な詩 人 や教 師 や 哲 学 者 にな らな い と誰 れ が言 え よ う」 とつ

ね に語 って い た。 彼 の ．ク ラス の 太 った 腕 白 小 僧 が ， 後 に ボ ー

ム ズ会 議 で 「良 心 」 を 語 った マ ル チ ン ・ル タ ーだ った の で あ

る。 （ボ ー ムズ 会議 は １５２１年 に ドイ ツ ， ライ ン河 の ほ と りで

開 か れ た 会 議 で ， そ の 時 ル タ ーは 異端 者 と宣 告 さ れ た）

「私 は
， 聖典 （の 証 ） や は っ き り した理 由 で確 信 す る以 外

には ， どん な こ とを も取 消 そ う とは思 い ませ ん。 なぜ な ら，

良 心 に反 す る こ とは 正 し く も安全 で もな い か らです 。 これ が

私 の主 張 で あ りま す。 た だ これ だ け な の で あ ります 。 神 よ助

けた ま え。 ア ー人 ン。 」

健全な文学を昧わう

週に一回かそれ以上，あなたがた教師は，生徒たちに清ら

かなものに触れる機会を与えなさい。彼らが，神の御名を汚

．す本や人生の裏通 りをにおわせる本など，不道徳でよ くない

物語を察知 してそれをさけることができるように，健全な文

学 とい う糧を彼 らに与えなさい。若人たちが文学や人生の最

上のものを味わい，喜びとできるように最善をつ く しな さ

い。今日，若い人々の間にはあま りに多 くの低俗な本やパン

フレットが流布 している。

このことについては， ジェームス Ｌ．ゴー ドンが 「若人

とその問題」という本の中で，次のように言 っている。
「多 くの若人が心の食物にも低俗で不道徳な本を選ぶのはな

ぜであろう。それに対 して一人の著者は， 『それが事実だか

らだ」と答える」。ゴー ドン氏はその言葉にこう答 えている。

「裏道に死んだ犬がいて，ぞっとすることも確かにある。 し

か しそ うだからといって，それを食器だなにのせる理由はな

い。 「死んだ犬」のような文学が人々の家庭や心の中に多 く

見いだされるが，それは早 く深 く埋めてしまわなくてはなら

ない上 ②

私は教師たちが大好 きである。すべての中で，教師はもっ

とも気高い職業であると考える。

レンガを積み上げる

教師が不死不滅の神殿を築き上げるためのレンガとは，レ

ッスンで教える真理や美徳や理想，あなたが生徒の心に与え

る感銘である。 「レッスン」 という言葉は学んだ り，教えた

り，割当てたりすることがらを意味する。ここで教師がクラ
リ ゼ

プ

スの生徒に教えるために準備する完全な計画について触れて

みよう。 レッスンに関連 して，不死不滅の人を育てあげるた

あの方法 としていくつかの事柄をあげるが，どうか私を理想

主義者であると考えないでいただきたい。

教師が知っていなくてはならないレッスンの原則は４つあ

る。準備，説明，実例，応用である。最近の教会のテキス ト

は，すべての本の各 レッスンがこの４つか らなって い る の

で，私は非常にうれ しく思 う。

準備するには，まずテキス トがな くてもその内容を くわし

く描けるほどによくレッスンを学ばな くてはならない。その ・
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レ ッス ンは 著 者 が 書 い た もの で あ り， 著 者 の レ ッ ス ン で あ

る。 だ が そ の レ ッス ンは あな た の もの に な って い るで あ ろ う

か 。 も しあ な た が 子供 た ちに レ ッス ンを読 ん で や る だ け な

ら， そ の レ ッス ンは あな た の もの で は な い。 テ キ ス トに あ る

こ とを 読 み ， そ の 言 わ ん とす る と ころ に 到 達 して ， そ の レ ッ．

ス ンを あな た の もの に して しま い な さい 。

新 鮮 な 泉 か ら水 を 飲 み な さ い

か つ て 私 は， 忠 実 とい うこ とに つ い て ， テキ ス トに よ って

用 意 した レ ッス ンを して い る教 師 を 見 た こ とが あ る。 レ ッス

ン の題 は エ ス テル 女 王 で ， そ れ は 美 しい レ ッス ンで あ った。

しか し教 師 が テ キ ス トを 読 み ， テ キ ス トを 手 に して い る間

は， そ の レ ッス ンは彼 女 の も ので なか った 。 そ の 教 師 は 旧 約

聖 書 の エ ス テル 記 を 引 用 した。 そ れ が 新 鮮 な泉 か ら水 を飲 む

こ とな ので あ る。 なぜ な ら， 教 師 が 考 えて い た アハ シ ュエ ロ

ス王 や モル デ カ イや エ ス テル 女 王 が 宮 殿 にい る理 由 や ， と ら

わ れ て い る ユ ダ ヤ人 に対 す る モル デ カ・イの 関 心 や ， ハ マ ンの

悪 意 な どが すべ て形 を と っ・て 理 解 され た。 この 劇 的 な 話 は教

師 の もの とな った の で あ る。

次 に この教 師 は， この偉 大 な女 性 の忠 実 さを 生 徒 が よ く，わ

か るよ うに， レ ッス ンを展 開 した。 まず 教 師 は一 枚 の紙 に，

レ ッス ンか ら学 ん だ事 を書 き， そ れ か ら この レ ッス ンの テ ー

マ で あ る。 「忠 実」 とい う言 葉 を示 して， それ を表 わす 次 の

４点 を説 明 した。

１． ヘ ブ ル人 に対 す る恐 ろ しい法 令 。 そ れ は何 か。 当時 ，

少年 少女 も悪 人 に よ って死 刑 を宣 告 され た こ とを子 供

た ち に教 え る こ とが で き る。

２．荒 布 を ま とい灰 を か ぶ り門 の所 で女 王 に次 の よ うに訴

え た モル デ カイ。 「何 とか して ， この恐 ろ しい法 令 か

ら私 た ちを 救 って も らえ な い か 」

３． 女 王 の 苦 しみ 。 「も し私 が 呼 ば れ も しな い の に王 の所

へ 行 けば， 死 刑 に され るで し ょ う」。 そ れ は古 代 ペ ル

シ ャ の お きて で あ った 。 しか し， エ ステ ル は言 った。 ．

「ど うか 断 食 して 祈 って くだ さい
。 も し私 の 命 が ヘ ブ

ル 人 に必 要 で あ る な ら喜 ん で 捧 げ ま し ょ う」。 何 とい

うすばらしい場面であろう．／

そしてその結果がでた。

４．王はエステルのけなげさと美 しさを賞あ，イスラエル

の子孫であるヘプル人たちは救われた。

このようにして， レッスンは教師のものとなり，言わんと

していることを教師が体得 したために，生徒たちによい レッ

スンを教えることができた。生徒の心をつかみたいならば，

レッスンを準備する精神はこれである。

育での親

次に教師はテキス トに戻って， レッスンをどのようにして

応用すべきかについて触れたのである。 「あなたがたは両親

に忠実ですか」，「あなたがたは国の法律を守 っていますか」，

「あなたがたは教師の教えを忠実に守 っていますか」，「どの

ようにしたら忠実になれますか」。 このように教師はテ．キス

トにある質問を生徒たち一人一人に投げかけながら，彼 らの

生活における忠実ということを実際に理解 させたのである。

このようにレッスンを用意することは喜びであるばかりで

な く，心を進歩させ るものでもある。

それぞれのクラスにあって，あなたがたは教師 として，子

供や青年の心に真理を うえつける責任がある。すなわち，そ

れぞれ不死不滅の神殿を築き上げるレンガを積み重ねるので

ある。

これ ら青年の 「育ての親」として彼らを教え導 く特権を得

ているあなたがた教師に，心か らおめでとうと申しあげる。

生徒を不死不滅にまで高めるために，神が霊感をそそいで

下さるように。教師のみなさま，あなたがたの召しは何 と大

切なことであろう／

あなたがたが教師の召 しに誠をもち，神の御業を進めるこ

の責任をいつまで も受けていたいと感 じることの で き る よ

う，神が助けて下 さるように。

１）£ＬＭＡＲ Ｈ． ＤＩＣＫＳＯＮ

》 ◎

１１月 の 聖 句

大 人 日曜学 校

わ た しの い ま しめ は， これ で あ る 。

わ た しが あ な た が た を 愛 し た よ う

に ， あ なた が た も互 に 愛 し合 い な さ

い ｏ ヨハ ネ１５：１２

き
Ψ ｑす 書

子 供 日曜 学 校

愛 す る者 た ちよ 。 わ た した ちは互

に愛 し合 お うで は ない か 。 愛 は ，神

か ら出 た もの なの で あ る。 す べ て 愛

す る者 は 神 か ら生 れ た 者 で あ って ，

神 を知 って い る。 １ヨハ ネ ４ ：７
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賢 明 な 委 任

エ ズ ラ ・ タ フ ト ・ベ ン ソ ン

「委任
」 という言葉は広 く用い られ，また一般によく理解 さ

れている６今日その言葉は，いろいろ異なった意味を持ち，

重要性 も増 し，その範囲 も広がって来た。

我々のいう 「委任」 とは，神権の権能による教会において

の委任である。

主は組織の概略，目的，目標等を与え給 うたが，その実施

は我々に任せておられ る。 この故に，コリレーションプログ

ラムや指導者養成が意義を持つのであり，責任を賢明に委任

することのような種々の問題を研究する必要が生れる。時が

たつにつれて，コリレーションプログラムや指導者養成の重

要性が認識されてゆ くであろう。

我々はみなパウロの次の言葉に感銘をうけるであろう。

「そして彼はある人を使徒 とし，ある人を予言者 とし，ある

人を伝道者とし，ある人を牧者，教師 として，お立てになっ

た。それは聖徒たちをととのえて奉仕のわざをさせ，キリス

トの体を建てさせ，わたしたちすべての者が神の子を信 じる

悟 仰の一致 と彼を知 る知識の一致 とに到達 し，全き人となり

ついに，キリス トの満ちみちた徳の高さにまで至るためであ

る。」（エペソ ４：１１～１３）

これこそ我 々の務め，我々の責任である。それは神権の命

ずるままに神権によってなされるものである。

これは我々が働 くたあの神の組織である。その組織にあっ

ては，あやまちや弱 さがあるにもかかわらず，御父の愛 した

もう子供たちが， 自らすすんで働いている。我々が委任され

て業を行 うにあたっては，力 も強制 もきょう迫もあってはな

らない。賢 く委任の業を行 うためには，たずね求めて， 「み

たま」をいただかねばならない。 「みたま」無 しには，我々

はまごつき，失敗 し，決定 も助言も，確信をもってすること

はできない。賢明に委任するためには，主の言われたように

福音を説 くと同じ 「みたま」を必要 とする。

「この故に，主なるわれ汝 らにこれを問う。そもそも汝 ら

は何のために聖職の按手任命を受けたるか。真理を教えんた

めに遣わされたる 『慰め主』すなわち 『みたま」によ りてわ

が福音を宣べんたあなり……。この故に真理の 「みたま』に

よりて教えらるるままにこれを受 くることを汝ら知りて覚 り

得ざるは何ぞ。この故に教わる者も受 くる者 も互いに相悟 り、

両 者 共 に徳 に導 かれ て 共 に悦 ぶ な り。 神 に よ る もの は光 明 な

り。 そ の光 明 を 受 け て神 に従 うこ とい よい よ久 しき者 は， そ

の受 くる光 明 い よい よ明 らか な り。 そ の光 明 い よい よ明 らか

とな りてつ い に は完 き昼 とな るべ し。」

（教 義 と聖 約 ５０：１３～ １４， ２１， ２２， ２４）

委任を立派に遂行するには，福音を立派に説き教える場合

と同じく，祈 りによる準備が必要である。教義と聖約４２：１４

にそれが明らかにされている。

「この 『みたま」は，信仰の祈 りによりて，汝らに与えら

る。而 して汝 らもし 『みたま』を受けざる時は教 うべ か ら

ず。」 これに，「『みたま』を受けざる時は委任するべからず」

とつけくわえることができよう。

「すべからく心をつ くし，勢力をつ くし，思をつ くし，体力

をつくして」神に仕えつつ （教義と聖約４ ：２） この同 じみ

たまによって，我々は世の善人，賢者の助力を求あ得 るので

ある。教会組織外においても人事管理の責任委任 という分野

では見るべきものが多 く，種々の手順や方法，原則等が試み

られて来た。その多 くは， 「みたま」が加わった時に大いに

有用である。二三の例をあげよう。

１．良い経営法とは，委任する力を意味する。・

２．仕事の一部を委任することは自分のためにも組織のた

めにもなる。

３．よい経営とは自分のような人々をふやしてゆ く技術で

ある。

４．委任する仕事は， 自分が最 も得意 とするものである。

５．時間，距離，人間的制約，仕事の種類等により，一人

の責任者に直属する部下の人数は限られる。

６．権能 と責務は委任できるが， 自分でとるべき責任は人

に委任できない。

７．さらに大きい仕事に最適な人は， 自分の後任を訓練 し

ている人である。

８．委任が失敗するわけは，

充分に任 しきれない

お決ま りの委任

連絡網がゆきとどかない

６９



仕事が何かはっきりしない

仕事をや り通させることができない

仕事に必要 な権能の委任が不十分

委任の範囲が狭すぎる

誤 りを許容 してやらない

以上は実業界，産業界から知 ったことの数例である。教会

の内外を問わず，賢明な委任には福音の精神である黄金律が

膚い られることは，経験が増すに従 っていよいよ明らかにな

る。恐怖心は非常に強い動機づけであり，独裁制度下で常用

されて，早い反応が得 られるものである。 しかしマイナスの

面としては，恐怖によって度を失い，集中力をなくして仕事

の能率の下ることが挙げられる。

特に教会においては，命令よ りも依頼の方が好結果を生む

し，感 じもよい。また理由を必ず明らかにすることである。

仕事の進展状況を見守 り， ささえて，指示通 りよくなされた

時は感謝を表わし，時に応 じて信頼の念を伝えることも肝要

である。命令が失敗 した時は，反省 してどこでまちがったか

を究明 し，自分のまちがいを認めるにやぶさかであってばい

けない。教会の会員は自発的に自由意志によって働 く人々で

あることを忘れてはいけない。彼らも神 とその御業を愛 して

いる。彼等を愛 し，感謝 しなさい。仕事仲間を非難 したい時

もあろうが，それはしない ことである。 そのかわ り興味をひ

くチャレンジを与えて背中の一つも軽 く叩いてや りなさい。

地上にある神の子供達は本来善であることを忘れてはいけな

い。神は彼 らを愛 し給 う。我々も彼 らを愛すべきである。

ある入々が委任に失敗す るのはなぜだろうか。その主なも

のは次の様である。

１．部下には仕事がこなせないと思 う。

２．部下が自分 とはり合 うのではないかと恐れる。
』
３．自分の信用や功績がなくなりはしまいかとおそれる。

４．自分の弱点が明らかになるのではないかと思う。

５．仕事を任せて十分な訓練をす る時間がない と思う。往

々にして怠けていてそう思 うことがある。賢明に委任

するためには時間がかかるものだが，結局は時間の節

約 となり，人々は立派に成長 して生産は増大するので

ある。

委任の時には，人々に近づく絶好の機会がある。人々をは

ぐくみ，必要な忠告 と指示を与えるのである。

マークという私の息子は，責任委譲の大切な原則を六つ書

いて送 ってよこした。

７０

、

１． 委 任 す べ き仕 事 を え らび ， その 仕 事 を 任 せ る人 の た め

に， それ を整 理 す る。

２． 適 材適 所

３． そ の仕 事 に え らば れ た 人 の 準 備 と動 機 づ け。

４． 仕 事 を割 当て て 十 分 に理 解 させ る。

５． 独 立 心 を与 え る。

６． 監 督 す る のを 忘 れ な い 。 手 綱 を放 さな い こ と。

セ オ ドア ・ル ーズ ベ ル ’トは 言 った 。 「す ぐれ た 管理 職 に は

して ほ しい 仕 事 のた めに適 材 を え らぶ感 覚 と，彼 らが そ の仕

事 を して い る途 中 で ， 干 渉 しな い 自制心 が必 要 で あ る。」

しかし，どんなに役に立つこの世の助言であっても，愛の

父の偉大なご計画である聖典に書いてある例や教えにまさる

ものはない。なんと印象的なうるわしい教えが語 られている

ことであろう。多 くの中からそのいくつかをあげてみよう。

この 世 は 委 任 され た 権能 に よ って 基 を す え られ た。 イ エ ス

は， 地 上 にお け る御 自身 の 使 命 は ，委 任 され た権 能 に よ る も

の であ る と， い くど も仰 せ に な った。 ま た教 会 の 回復 の初 め ，

は権 能 の委 任 だ った ので あ る。

会 堂 でユ ダ ヤ人 に 向 って イ エ ス は 御 自身 が天 父 か らつ か わ

さ れ た こと を宜 べ た も うた 。

「わ た しが 天 か ら下 って 来 た の は
， 自分 の こ ころ の ま ま を

行 うた め で は な く， わ た しを つ か わ され た か た の み こ ころ を

行 うた あ で あ る」 （ヨハ ネ ６ ：３８）

今 日イエスに仕える指導的立場にある入々に対 して，委任

を賢明に効果的に行なうための教えが少な くとも八つあるが

それについて考えてみよう。

第一 イエスがお建てにな った組織 （教会）は委任された

権能によってつくられた。

・イエスの時代 も，今日の回復された教会もこのことに変 り

はない。イエス ・キリス ト教会は，人々に権能を委任するこ

とを通 じて指導者を育成する。イエスの時代，教会をつかさ

どるキリス トを助けるために十二使徒が召された。また，七

十人も召された。キリス トは他の人々に委任 したもうたので

ある。キリス トの教会に傍観者がいてはな らなかった。すべ

ての者が御国の建設に携わったのである。彼らは御国を打 ち

建てると共に， 自己をも打ち建てたのであった。

イエスは，個人個人を昇栄に導 くことを目的とされた。モ

ーゼとかの山上で会われた時，主の御言葉は， 「見よ，これ

わが業にしてわが栄光，すなわち人に不死不滅と永遠の生命



と を も た ら す な り。」 （モ ー ゼ １ ３９） で あ っ た 。

イ エ ス の 目的 は すべ て の人 を 王 と し， 永 世 にわ た る指 導 者

とす る こ とで あ っ た。 最 後 の晩 餐 の 記 念 す べ き夜 ， ユ ダが 自

分 の悪 し き役 割 を果 た そ う と して 抜 け出 して か ら，残 りの １１

人 に 向 っ て イ エ ス は云 わ れ た。

「よ くよ くあ な た方 に云
って お く。 わ た しを信 じる者 は，

ま た わ た しの して い るわ 客 を もす るで あ ろ う。 そ れ ば か りか

もっ と大 きい わ ざを す るで あ ろ う。 わ た しが 父 の み も とに行

くか らで あ る 。」 （ヨハ ネ １４：１２）

イ エス は委任 に よ って， 個 人 を抑 圧 す るの で は な く， か え

って 局 め よ っ と され た の で あ る。

第二 ， 委 任 す る に あ た り， イ エ スは 容 易 な 仕事 で な く， か

え ってや りが いの あ る こ と， チ ャ レン ジの あ る仕 事 を任 せ ら

れ た ので あ った。

ペ テ ロは豊 か な漁 師 で あ った 。 彼 が 召 され た の は仕 事 をす

て て伝 道 者 に な る た めで は な か った。 マ ル コは そ の 召 しを次

の様 に述 べ て い る。

「さて イエ スが ガ リラ ヤの海 べ を 歩 い て行 か れ
， シ モ ン と

シ モ ンの 兄 弟 ア ンデ レ とが海 で網 を打 って い るの を ご らん に

な っ た。 彼 ら は漁 師 で あ った。 イ エ ス は彼 らに言 わ れ た 『私

につ い て きな さい。 あ な た が た を人 間 を とる漁 師 に して あげ

よ う」。 す る と彼 らはす ぐに網 を捨 て て ， イ エ ス に従 った 。」

（マル コ １ ：１６～ １８）

同様 に ， 七 十人 を伝 道 に召 す に際 して も， イ エ ス はそ の仕

事 を興 味深 く述 べ て お られ る。

「そ の と き彼 らに言 われ た
， ｒ収 穫 は 多い が働 き人 が 少 ない 。

だ か ら収 穫 の主 に願 っ て， そ の収 穫 の ため に働 き人 を送 り出

す よ うに して も らい な さ い 。」」 （ル カ １０：２）

しか しイ エ ス は そ の仕 事 を 容 易 な もの とは な さ ら な か っ

た。 彼 らが 出発 す る時 に は， 実 際 に こ うい わ れ た。

「さあ
， 行 き な さい 。 私 が あ な た方 を つ か わ す の は， 子 羊

を お お か み の中 に送 る よ うな もの で あ る。 財 布 も袋 も靴 も持

って行 くな。 だ れ に も道 で あ い さつ す るな 。」 （ル カ１０：３～

４）

第三，イエスは責任を委ねるに当って，その務めを，召さ

れた者に完全にお教えになった。

イ エ ス は 召 され た者 が仕 事 を で き る よ う に， 彼 らを助 けて

準 備 を され た。 ジ ェ ー ムズ Ｅ． タル メ ー ジ長 老 の 「キ リス
覧

ト ・イ エ ス」 の 中 で次 の様 に書 かれ て い る。

「聖 任 後 の 一時 期 を使 徒 達 は イ エ ス と共 に留 り
， 来 るべ き業

の た め に特 に訓 練 と教 え を う けた 。 や が て 彼 等 は 各 々務 め を

明示 され て， 神 権 の権 能 を以 て 行 うべ く， 伝 道 に 出 た の で あ

っ た」・（キ リス ト ・イ エ ス）

第四，イエスは，天父から御自分が頂いたと同じ信頼を委

任された者にお与えになった。

少 くも三 べ ん ，天 父 が イ エ ス につ い て次 の様 に云 わ れ た こ

と は意 義 深 い 。

「これ は わ た しの愛 す る子
， わ た しの心 にか な う も の で あ

る。」

イ エ ス は， 御 父 と同 じよ う に委任 され た 僕 た ちを信 頼 を こ
’

め て送 り出 され た。 例 えば 七 十 人 に こ．う仰せ に な った。

「あ な たが た に聞 き従 う者 は わ た しに 聞 き従 うの で あ る
。」

（ル カ １０：１６）

今日の教会においても賢明な管理者は，何でも自分で行な

う余 りに，他人は資格がないという印象を与えた りは しな

い。そして他の人に仕事を委ねる時は， 自分がその人を十分

に支持 していることを示すのである。

エテロはモーゼに何でも自分一人でしないようにと，大事

なことを教えた。賢明な権能の委任と責任を広 く与えて人 々

を養成 し，モーゼの負担を軽 くすることについてのエテロの

忠告に耳をかたむけなさい。

「モーゼのしゅうとは彼がすべて民にしていることを見て言

った。「あなたが民にしている このことはなんですか。あな

た一人が座 し民はみな朝か ら晩まであなたのまわりに立って

いるのはなぜですか。」モーゼはしゅうとに言った。『民が神

に伺おうとして私の所に来 るからです。彼 らは事があれば私

の所にきます。わたしは相互の間をさばいて，神の定めと判

決を知らせるのです。』

モーゼのしゅうとは彼に言った， 「あなたの している こと

は良 くない。’あなたも，あなたと一緒にいるこの民も必ず疲

れ果てるであろう。 このことはあなたに重過ぎるから，ひと

りですることができない。今，わた しの言うことを聞きなさ

い。わたしはあなたに助言する。どうか神があなたと共にい

ますように。あなたは民のために神の前にいて事件を神に述

べなさい。あなたは彼 らに定めと判決を教え，彼 らの歩むべ

き道を，なすべき事を彼らに知らせなさい。またすべての民

のうちから有能な人で，神を恐れ，誠実で不義の利を憎む人

を選び，それを民の上に立てて，千人の長 百人の長，五十
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人の長，十人の長としなさい。平素は彼らに民をさばかせ大

事件はすべてあなたの所に持って来させ，小事件はすべて彼

らにさばかせなさい。こうしてあなたを身軽にし，あなたと

共に彼 らに，荷を負わせなさい。あなたがもしこの事を行い．

神 もまたあなたに命 じられるならば，あなたは耐えることが

でき，この民 もまたみな安んじてその所に帰ることができよ

う。』

モーゼはしゅうとの言葉に従い，すべて言われたようにし
へ　 ロ

た 。 す な わ ち， モ ー ゼ は すべ て の イ ス ラ エル の う ちか ら有能

な 人 を 選 ん で ，民 の上 に長 と して立 て， 千 人 の長 ， 百 人 の長

五 十 人 の 長 ， 十人 の 長 と した。 平 素 は彼 らが民 を さ ば き， む

ず か しい 事 件 はモ ーゼ に持 って き た が， 小 さ い事 件 はす べ て

彼 らみ ず か ら さば い た。 こ う して モ ー ゼ は し ゅ う とを送 り返

した ので ， そ の国 に帰 って 行 った 。」 （出 エ ジ プ ト １８ ：１４～

２７）

第五，イエスは召し給うた者たちに御自分の誠実を約束さ

れ，またそれを彼 らにも望まれた。

この誠実，忠誠の問題は大いなる原則である。幾年か前の

こと，私はフィラデルフィアの一ホテルで農業界及び実業界

の指導者 と会合 したことがあった。夕涼みがてら手紙を出し

に郵便局に行った時，窓の外か ら聞きなれたモルモンの讃美

歌が流れて来た。恐 らく街頭集会だろうと思って，投函をす

ませてから，窓辺へ行 って外を見ると，案の定，黒っぽい洋

服を着た若者が二人階段のはしに立っていた。歌い終えると

一人が話を始め， もう一人は片手にモルモン経やチラシを持

ち， もう一方の手に帽子を二つ もっていた。

集会が終 ったので，私は出て行って本 と帽子を持って立っ ‘

ていた男に近ずいて言 った。 「同僚が話 している間，君は何

を していましたか。」

その立派な答を今でもよくおぼえている。「ベンソン兄弟，

私は祈っていたのです。聴いている人の心を打つ正 しいこと

を同僚が言う様にと祈 っていたのです。」忠実と援助，互いの

援助こそ実に無限の価値がある。

イエスは天父と一つであることを十一人の弟子達にお話 し

になった。「このわたしが父にお り，父がわたしにおられるこ

とを信 じなさい。」（ヨハネ １４；１１）イエスはまた，指導者

である御自分に対する忠実さをお求めになった。 「もしあな

たがたがわた しを愛するならば，わたしのいましめを守るべ

きである」。それから御自身が彼らに誠実なことを再び 強調

された。

「わたしはあなたがたを見すてて孤児とはしない
。あなたが
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たのところに帰って くる。」（ヨハネ １４：１８）そして 「わた

しの平安をあなたがたに残 しておく，わたしの平安をあなた

がたに与える。あなたがたは心を騒がすな，又おそれるな」

（ヨハネ １４：２７）

す ぐれた指導者なら，自分が委任 した人との忠誠を当然期

待 し得 るはずであり，そして自分も誠を尽すのである。 自分

が仕事を与えた者を支えて，その真心は単に務めを要求する

こと以上に及ぶのである。自分 と共に仕える人々の名誉をよ

ろこび，それらの成功を誇 りとする。また人の決定を変更す

る時は，必ず予 じめその人 と相談をするし，他人の前で人を

辱しめたり困らせたりしない。卒直であり，か くしごとをし

ない。

第六，責任を与えた者にイエスは多 くを期待された。

昇天に際 して，イエスは十一弟子に命 じられた。 「全世界

に出て行って，すべての造 られたものに福音を宣べ伝えよ」

（マルコ １６：１５）

今日の教会では，一般に指導者は自分が期待す るものを人 ・

々から得ることができる。彼は委任をするに際して，考え方

を高 く持たねばならない。主の御業にある彼 らには普通一般

の責任よりも大きな力があることを委任する人々によく知 ら

せなくてはならない。主の御業にあって人が最善を尽すとき

失敗の余地はない。

それは主の御業であって，人は道具にすぎない。主の教会

主の福音の計画なのである。共に働く人 々は主の子 等 で あ

る。我々がその分を果す時，主は決 して我々に失敗をさせた

まわない。必要 とあれば，才能や能力以上にその人を大いな

る者 とならしめ給う。私と同 じく，あなた方 もこの経験がお

ありと思 うが， これこそ，最もうるわしい経験の 一 つ で あ

る。

昇天まぎわ，最後に十一弟子 にむかってイエスはおごそか

に言われた。イエスの御言葉， 「ただ聖霊があなたがたに下

る時，あなたがたは力を受けて，エルサレム，ユダヤとサマ

リヤの全土さらに地のはてまで，私の証人となる の で あ ろ

う。」（使徒 １：８）

ジ ョン ・テーラー大管長は言った， 「立派な仕事を見て人

々が尋ねることは，所要時間ではな く，誰がそれを為 したか

ということである。」

教会ではいいかげんに仕事をする余地はない。有能な指導

者は立派な仕事を期待 し，期待 していることを仕事を委せた

人々に知らせ るのである。



第七，イエスは仕事を与えた人々から報告と提案を聞きた

もうたようである。

これ は マ ル コの言 葉 に示 され て い る。

「さて使 徒 た ち は イ エ ス の も とに集 って 来 て 自分 た ちが した

こ とや 教 え た こ とを， み な報 告 した。 す る と イエ ス は彼 らに

言 わ れ た。 「さあ ， あ な たが た は， 人 を避 けて 寂 しい所 へ行

って， しば ら く休 む が よ い 。」… …」 （マル コ ６ ：３０～ ３１）

イエスは使徒達の報告を受けられただけではな く，思いや

りを示 された。彼 らに多 くを期待 し給 うたが，決 して奴隷のよ

うに働かせはされなかった。骨の折れる働 きを終えた使徒達

に 「人を避 けて寂 しい所へ行って， しばらく休むがよい」 と

仰せになったのである。良い指導者は，よい考えはみな自分

で考えられると思ったりしない。自分の指導下にある人 々か

らも，提案をあおいで，事の決定に際 して彼らも大 きな役割

を果していることを自覚させる。そして彼らに，指導者たち

の計画を行なっているのではなく，我々の計画を行なってい

るのだという気持を感 じさせ る。

教会のホームティーチング計画は，責任を与えた人々から

提案を聞くためのすぐれた方法である。ホームティーチャー

は家族から提案を聞く。神権指導者はホームテ ィーチャー．か

らそ して監督は神権指導者から，ステーキ部長は監督から，

それぞれ報告 と提案を受ける。指導者はこの様 にして有用な

考えをいろいろ得 るのみならず，自分の指導下の人 々をいつ

もよく把握できるのである。

第八，指導者は，責任を与えた人の進歩に従い，時に応じ

て，愛の精神による賞讃と叱責を与えるべきことをイエスは

教えられた。

タラン トのたとえの中で主は言われた。「良い忠実な僕よ，

よくやったあなたはわずかなものに忠実であったから，多く

のものを管理させよう。主人と一緒に喜んでくれ。」（マタイ

２５：２３）

指導者は，責任を与えた人とその責任を忘れないものであ

る。関心をもって見守 りはするが， 「余計な口出し」はしな

い。必要に応 じて賞讃を与え，機 に応 じて励ましを与える。

仕事が不十分で変える必要のある時は勇気をもって断固行動

す るが，親切を忘れない。責任の期間が終 った時は，その業

蹟に感謝の意を表わす。

しばしば批判されるよりもつらいことは自分の仕事につい

て指導者から一言もないとい うことである。心 らかの適切な
亀

意見や言葉は，非常な励ましである。

時間が許せば，ジ ョセブ ・ス ミスと後継者達の立派な委任

の模範をふり返ってみるのもよい。また立派な監督，またス

テーキ部長，伝道部長など我々の兄弟たちの模範を考えてみ

るのもよい。

しかし， この稿を閉 じるに当り，私は 「みたま」による委

任の重要性を再び強調 したい。みたまの代 りとなるものはあ

り得ないからである。 こめ事に関 して最も印象的な聖句は，

教義 と聖約 １２１章に記されている，ジョセブ ・スミスが リバ

テ ィの獄でうけた主の御言葉である。

神の神権について語 られた，みたまにあふれた崇高な言葉，

まさにふさわしく意味の深いこの御言葉である。

「見よ，召さるる者は多けれども選ばるる者は少 し。選ばる

ることなきは， これそもそも何の故ぞ。その人々の心甚しく

この世に属けるものの上にあり，唯々人間の誉を得ることを

のみ望み，次の如き一つの戒めを知 らざるによる。曰 く，神

権の権能は天の能力と固 く結びつきて離るべからざるものに

して，天の能力は正義の原則によりてのみ支配し運用 し得る

ものなり， と。 この権能のわれ らに与え らるる事もあらんは

真実なり。されどもし己が罪を蔽いか くさんとし，われらの

高慢，空き野望を充たさんと企て，または幾分にても正しか

らざることによりて人の子 らを支配 し，統御 し，強制せんと

する時は，見よ諸天は退き去 り，主の 「みたま」悲しむ。主

の 「みたま」退き去 らば，神権またはその人の権威は終 りな

り。見よ，その人いまだ覚 らざる前，独 り置かるるままにと

げあるむちをけり，聖徒を迫害 し，神々に叛きて闘をなす。

われ ら悲 しむべき経験によりこの事を知る。およそ殆どすべ

ての人間は，少 し許 りの権威を得た りと思 うや，忽 ち正しか

らざる支配を始めんとする生れつきの性癖あ り，これすなわ

ち，召さるる者は多けれども選ばるる者少き所以な り。如何

なる権力 も勢力も，神権によりて維持する能わず，または維

持すべきものにあらず，ただ説服と堅忍と柔和と温情と偽ら

ざる愛とによるσまた親切と浄き知識すなわち偽善にあらず

妊智にあらず してその人を甚だ大いならしむるものによる。

すなわち，聖霊に感動 しては機に臨みて激しく人を責む。撚

る後，また彼の汝を敵視せざらんために責めたるその人に一

層の愛を示す。か くて，彼は汝の誠実は死のきずなよ りも強

きことを知 るべ し。」（教義 と聖約 １２１：３４：４４）

委任を賢明に為すべ く熱心に祈 りをもって努める時，いつ

もこの忠告とその他聖典の教えに聞き従 うことができるよう

イエス・キリス トの御名により，ヘリ下 って祈 りたてまつる。

アーメンｏ
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が で きた ら， 私 た ち を新 聞 や何 か に の

せ て くだ さ る って … …」

パ ッ トは うれ しそ うに し ゃべ って い

る妹 に い い ま した。

「そ の紙 は い った い な ん な の ？」

「が㌧ 出 しの紙 よ。 ニ カ ソ ン さん が サ

イ ン した の。 これ を も って い な い と資

料 室 に入 れ て くれ な い ん で す って 。 」

三 人 は エ レベ ー タ ー に の って 二 階 に

あ る資 料 室 へ 行 きま した。 それ は大 へ

ん 長 くせ ま い か ん じの 部 屋 で ， それ で

も図書 室 の よ うに 見 え ま した。 女 の人

が ドアの す ぐ内 が わ の と ころ の小 さな

つ くえ に い ま した 。

パ ムは紙 きれ を 彼 女 に わ た して， た

ず ね ま した 。 「アル ブ ラ・イ トさん に つ

い て の 記 事 を 何 か 見 せ て い た だ けま す

か 。 お 願 い します 。」

そ の 女 の人 は ほ ほ え ん で， 紙 に は ん

を お しま した。 そ して 紙 を 小 さな 木 の

は こ の中 に お き ま した 。 「あ の 大 き な

テ ー ブル の いす に お か けに な って ， ち

ょっ とお ま ち くだ さい ね 。 あ る もの を ●

もって き ます か ら。 い え へ もって 行 け

な い こと は お わ か りで す ね 。 こ こは ふ

つ うの図 書 館 で は な い ので す か ら。 で

も， メ モ した けれ ば ， して もか ま い ま

せ ん 。」

図書 館 員 の そ の 女 の人 は す ぐ も ど っ

て き ま した。 ダニ ー と パ ッ トとパ ムの

前 に うす い マ ニ ヤ紙 の ふ う と うを お い

た の で， み ん なが っか り して そ れ を 見

つ め ま した。

「そ れ だ けな の ？」 と パ ッ トは 女 の人

に き き ま した 。 ．

「そ うで す
。 ご用 が あ りま した ら， 私

を呼 ん で くだ さ い 。」 彼 女 は 自分 め つ

くえへ もど りま した 。

「こ の中 に， な に が 入 って い るか 見 よ

う」 とい って ， ダ ニ ーは ふ う と うを あ

け， 中 に 入 って い る もの を テ ー ブル の

上 に 出 しま した。 そ の 中 に 小 さ な新 聞

記 事 の き りぬ き が 五枚 ほ ど ク リ ップで

と めて あ りま した 。

「お い ／ これ を ご らん ／」 パ ッ トが さ

い し ょの き りぬ き を ゆ び さす と， それ

には 大 き な黒 い活 字 で つ ぎの こ とが書

かれ て い ま した。 「アル ブ ライ トに有

罪 の判 決 」 そ の 下 に ， 小 さ い字 で 「だ

つ ぜ い しゃ に 五 年 禁 固 」 と あ り ま し

た。

「ア ル プ ライ トさ ん はは ん ざ い し ゃだ

っ た ／」 とパ ムは び っ く り して言 い ま

した。

「だ つ ぜ い しゃ
って な に ？」 とパ ッ ト

は き き ま した 。

「ぜ い きん を は らわ な い人 だ よ
。 ギ ャ

ング や 大 き なは ん ざ い しゃ は けい む し

ょに 入 れ られ る の だ よ 。」 と ダ ニ ー は

言 い ま した 。

「お ど ろい た な あ
。 この事 件 は だ ん だ

ん お か し くな る ね」 とパ ッ トが 言 い ま

した 。 「ギ ャ ング が ち ょ う ち ょを 集 め

るな ん て ， き い た こ とが な い よ 。」

「ほか に な に が書 い て あ るか な
。 も し

か した ら， ち ょ うち ょに つ い て ， な に

か 書 い て あ る か も知 れ な い 。」

「そ うだ っ た の
。 アル ブ ラ イ トさ ん が

は ん ざ い しゃ だ った の。 ね え ， これ が

私 た ち の は じめ て の 手 が か りね 。」パ ム

は 考 え ぶ か そ うに言 いま した 。

（つ づ く）

（２４ ）

＾ ●～

ｏ ㌧ ４ 輪 の塵 つ
１９６８年 １１月 号 こどものた め

ジ ャン と

す て き な 馬

ク リ ス ト フ ァ ー ・フ リ ン ト

（ １７ ）

なた は 「す て きな馬 」 を持 って

あ
い ます か ？持 って い る人 も多 い

で し ょ う。 知 って い る人 は い な くて も

この素 晴 ら しい機 械 は，最 後 ま で あ き

らめ な か っ た フ ラン ス の男 の子 の お か

げ で で き た ので す 。 ど うして す て きな

馬 が で き た の か につ いて お話 し しま し

ょ う。

ニ ー プス さん は フ ラ ンス国 王 の 相談

役 を して い ま した。 な か なか 怒 らな い

良 い人 で した が ， た った一 度 とて も怒

った こ とが あ りま した。 庭 の こ とで 怒

っ た ので す 。 彼 の 庭 に つ いて の こ とで

した。

ニ ー プ ス さん は い な か の家 の入 口 に

立 って 自分 の 庭 を む っつ りと なが めて

い ま した 。 庭 には ，折 れ た木 の枠 ，針 ，

鉄 の たが ， 大 工 道 具 ，綱 な どが 散 らか

って いま した 。 美 し く小 さ な庭 は物 置

場 み たい で した 。 ニ ー プス さ ん は ま ゆ

を しか あて ， こわ い 声 で 呼 び ま した。

「ク ロー ド／ ジ ャ ン／ は や く こ こへ お

い で ／」

茂 み の上 に小 さな 二 つ の頭 が み え ま

した。

「は い
， お父 さ ん」

「自分 のす る こと はみ な き ちん とか た

ず けな さ い と言 わ なか った か ね ？」

二 人 の男 の子 は こ くん と うな ず き ま
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し た。

「じゃ
， ど う して 庭 を こん な に して お

くの だ。 い や， な ぜ か はわ か る。 お ま

え た ちは ま た， 馬 の い らない 二 輪 の車

を 発 明 しよ う と して い た のだ な」

「は船
， お 父 さん， い つ か 馬 の い らな

い 素 晴 ら しい車 を作 るん で す 」 ジ ャ ン

は言 い ま した。

「教 会 の窓 に あ るの と同 じも ので す
。

そ れ よ りず っ と立派 な ので す 」 ク ロー

ドが言 い ま した 。

「そ ん な ば か げ た こ と に時 間 を使
っ て

お ま え た ち は 時 間 の む だ使 い を して い

る。 や あ な さい とは 言 わ な いが ， そ ん

な こ とで庭 を よ ご され て は こ ま る。 も

し庭 を よ ご す な ら， 車 つ く りも禁 止 し

な くて は な らな い な 。 さ あ， か たず け

な さい」

ク ロー ドとジ ャ ン は さ っ そ く， 折 れ

た バ ラの茂 み を の ぞ いて す っか り新 し

く見 え るよ うに ， 庭 を か た づ け ま し

た。 木 や道 具 や い ろん な も の を集 めて

醸
（１８ ）

捨てました。属のいらな吟馬車の発明

をや あ させ られ た くな い か らで す 。

二 年 前 ， お 父 さん は二 人 を イ・ギ リス

へ つ れ て い って くれ ま した 。．あ る 日，

教 会 の前 を通 りか か る と， ス テ ン ドグ ’

ラス の窓 に お も し ろい もの を 見 ま し

た。 窓 に は， 二 人 が ま だ見 た こと の な

いお か しな二 輪 の乗 物 に人 が 乗 っ て い

る絵 が あ った の で す 。Ｌ番 ふ しぎ な の ・

は そ の絵 の 中 に馬 が い な か っ た こ とで

す 。 そ して， 人 が 足 を 地 面 へ お しつ け

る こ と に よ って そ の機 械 は前 へ 進 ん で

い ま した。

そ の絵 を見 て か ら とい う も の， ク ロ

ー ドと ジ ャ ンは じ
っ さい に そ ん な もの

を 作 って 動 か した い と思 っ て い ま し

た。 そ して二 年 間 それ を作 る た あ に，

考 え つ く こ とを み ん な た め して き た の

で す 。 何 年 かす ぎて 二 人 が 十 代 の少 年

にな って か ら もま だ ， 動物 が ひ か な く

て も よい 機 械 を作 ろ う と工 夫 を 続 け て

い ま した 。

ク ロ ー ドと ジ ャ ンが 十 四才 の 頃 ， あ

る 日， お 父 さん が 「君 た ち は も う馬 の

な い 馬車 の こ とを 考 え な くて も よ くな

った よ。 だ れ か が 発 明 した ん だ ／」 と

言 い ま した。

二 人 の 少年 は そ のす ば ら しい機 械 を

見 に つれ て行 って ， とわ いわ い騒 ぎま

した。 お 父 さん は ， し ょう だ く しま し

た。 少 年 た ちが 時 間 を む だ に して馬 の

い らな い 馬車 を作 る のを や あ る と思 っ

た か らで す。 彼 らが ベ ル サ イ ユ の宮 殿

につ くと， 大 勢 の 人 々が そ こ に集 っ て

い ま した。 王 さま と女 王 さ ま は高 い と

い たず らか と思 い ま した 。 しか し盗 ん

だ もの を調 べ る と専 問 の ど ろぼ うの し

た 仕 事 です 。」

「子 供 」 と言 って
， ダ ニ ー と友 だ ち

が まだ い る こ と を思 いだ した 署 長 さん

は 言 い ま した 。 「さ あ， これ で君 た ち

は 行 って もい い で す よ。 しか し， ダニ

「君 ， も し な にか 私 た ち に役 立 つ こ と

を 考 えつ い た ら， す ぐ私 にれ ん ら くし

て 下 さい 。」

「マ ー テ ン署 長 さん のお っ しゃ る とお

りだ 。 ほん と うにへ ん だ ね 。古 い つ ま

ら ない ち ょ うち ょを 盗 む な ん て … …」

と， パ ッ トが い い ま した 。

「と った人 は ほ ん と うに ほ しか っ た ん

だ ね。 だ って， ぎん ご う ご う と うに入

った と同 じよ うな こ とを した ん だ か ら

け い む 所 に い れ られ るの に … …。 そ し

て ， アル ブ ライ トざん の ち ょ うち ょだ

け だ ろ う。 あ の ち ょ うち ょが ど う して

そ ん な に じ ゅ うよ うな の か な」

「アル ブ ライ トさん に き き に行 こ う
。

知 って い る はず だ」 と， パ ッ トは い い

ま した。

ダ ニ ーは 「そ ん な こ と， で きや しな

い。 アル ブ ライ トさ んは 死 ん で い るん

だ 。 だ か ら， 博 物 館 に収 集 を きそ う し

た ん だ 。 そ れ に アル ブ ラ イ トさん は ど

く しん で ， か ぞ くが い な い よ」 と， こ

た え ま した 。

「アル ブ ラ イ トさん が 死 ん で い て も
，

な にか か ん けい あ るか も しれ な い わ。

で き るだ け 調 べ て み ま し ょう。 そ う し

た ら， だ れ か が アル ブ ライ ．トさん の ち

ょ うち ょを盗 み た か った りゆ うが わ か

る か も しれ な い 。」パ ムは言 い ま した。

（２３ ）

「ど うい うふ うに ？」 と
， 兄 さん の パ

ッ トは きき ま した。 「アル ブ ライ トさ

ん は 死 ん で い て， か ぞ くが ない。 じゃ

だ れ に き くの ？」

パ ムは ち ょ っ と老 え ま した。 「と し

ょか ん へ行 って ， 古 しんぶ ん を調 べ る

こ と もで き る し。 で もだ めだ わ， 時 間

が か か りす ぎて … …。 それ に ，新 聞 な

ん か に 出 や しな か っ たで し ょ う。」
　
ヒ

バ ムは急 に 明 る くな りま した。 も っ

と よい考 え が うか ん で きた か らで す。

「しん ぶ ん しゃへ 行 って
， ア ル ブ ライ

トさん につ いて の き じが あ った らた の

ん で みせ て も らえ ば い いわ 。」

「そ れ は い い考 えだ ／
」 とダ ニ ー は さ

けび ま した。 「新 聞 社 の 図書 室 に そ う

い うい ろん な ものが あ るはず だ ね ／」

「そ うだ
。 図 書 室 と呼 ば な い で， 資 料

室 と 言 って い る よ 。」 パ ッ トは 言 い ま

した。

「お も しろ そ うね
。」 と パ ムは 自分 の

考 え にみ ん なが さん せ い した ので うれ

し くな って 言 い ま した。 「それ に， な

ぜ あ の ち ょ うち ょが そ ん な に大 切 な の

か， 知 りた い ね 。」

ブ リクス トン ・ヘ ラル ド新 聞 社 へ 行

って か ら， まず パ ムを編 集 者 の と ころ

へ 行 か せ ま した。 さ い きん ， パ ムの ク

ラ スで新 聞社 へ 見学 に行 った の で， 彼

女 を お ぼ え て い るか も知 れ な い か らで

す 。」

十分 後 に パ ムは 出 て きま した。

「も ら
った わ よ 。」 と，彼 女 は と くい

に な って 一 枚 の紙 を 見 せ ま した。

「ニ カ ソ ン さん は 私 を お ぼ えて い らっ

し ゃった の 。 も しこの ナ ゾ を と くこ と
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「え っ／ 博 物 館 で ど ろ ぼ うが … ？み ん

な に話 そ う よ ！」

「だ めだ ／ 言 え ば， み ん な行 きた が る

し， 大 ぜ い そ こ ら中 うろ うろ した ら手

が か りをだ め に 』して しま うか も しれ な

い カ＞」ら… … 。」

「そ．うだ な あ
。 ほ ん とだ ね 。」 と パ ッ

トは さ んせ い しま した。 「で も， ダ ニ

ー
， 君 は は い れ るん だ ね 。 君 の が 盗 ま

れ た ん だ もの。 君 とい っ し ょだ っ た ら

パ ム とぼ く もは い れ るか も しれ な い」

三 人 は博 物 館 へ行 きま した。

彼 らは ま もな く小 さ な丘 の ち ょ う じ

ょ うに や っ て きま した 。 そ こか らは博

物 館 が 見 え ま す。 正 面 げん か ん の前 に

数 台 の け い さつ の車 が あ りま した。 彼

らは草 の さか道 を ぜ ん そ く力 で か け お

りて 行 きま した。

自て ん車 を お りて 広 い石 の階 段 を急

い で あ が りま した。 しか し， 上 に あが

っ た時 ， た くま しい お まわ りさ ん が，

彼 らを とめ ま した。

「君 た ち， 残 念 だ が ， 博 物 館 は今 日は ・

しま っ て い るよ 。」 と彼 は言 い ま した 。

「で もぼ くは こ こで 働 いて い る ん だ
。

盗 ま れ た ち ょう よう の仕 事 を して い た

ん だ ！」 と， ダ ニ ーは 言 い ま した。

「そ れ な ら話 が わ か る」 とお ま わ り さ

ん は ダ ニ ー た ちを た て も の の中 に入 れ

て くれ ま した。

か ん ち ょうの 事務 室 に行 ぐ と， カー

ス テ ァ ーズ さん が 制 服 を着 た人 と話 し

て い ま した 。 カ ース テ ア ー ズ さ ん は お

ち つ か な い よ うす で した が， ダ ニ ー を

見 た らわ らい か けて ， し ょち ょう に し

ょ うか い しま した。 ダ ニ ー は友 だ ち の ぞ

（２２ ）

パ ッ トとパ ムを し ょうか い しま した。

そ れ か らマ ー テ ン署 長 は 彼 に い ろ い ろ

の質 問 を しま した 。 ダ ニ ーは で き る だ

け協 力 した い と思 い ま した が ， 署 長 さ

ん の表 情 を み る と， む ず か しそ うに 見
９

え ま した。

「事件 に つ い て こ の少 年 も な に も知 ら

な い よ うで す ね 」 と彼 は 言 い ま した。

「私 もそ う思
って い ま した 」 と カー ス

テ ア ー ズ さん は ダ ニ ー の肩 に手 を お き

な が ら言 い ま した 。 「署 長 ， ほ ん と う

に ふ し ぎで す 。 今 まで ， こ の博 物 館 で

こん な こ とが お こ っ た こと は あ りま せ

ん 。 な ぜ ， ち ょう ち ょなん て 盗 む ん で

し ょうね ？こ こに は ど ろ ぼ うが ほ しが

る高価 な もの が ほ か に た くさ ん あ りま

す 。 ど ろ ぼ うが アル ブ ライ トさん か ら

きそ う され た ち ょ うち ょだ け盗 ん だ の

は な ぜ で し ょう ？なぜ ， 全 部 も って行

か な か った の で し ょ う ？」

これ を きい て ， ダ ニ ーは 安 心 しま し

た 。 「ど ろ ぼ うは 全 部 もって 行 か な か

った ん で す ね 」 と彼 は き き ま した。

カ ー ス テ ア ーズ さ ん は うなず きな が

ら 「そ れ が 一 ぱん ふ しぎ な こ とで す 。

ど ろぼ うは アル ブ ライ ト収 集 に だ け き

ょうみ を も って い る よ うで した。 他 に

も っ と こ うか な標 本 が あ っ た の に …」

マ ーテ ン署 長 が ぶ つ ぶ つ 言 い ま した

「前 に も言 った こ とです が ， こん な み

ょうな は ん ざ い って 見 た こ とが な い。

ふ つ うの は ん 人 だ っ た らと らえ か た が

わ か って い る。 だ が， ち ょ うち ょな ん

て 盗 む は ん 人 なん て … …」 彼 は わ か ら

な い とい うよ うに 頭 をふ って 言 い ま し

た 。 「は じめ に ， ど こか の子 供 た ち の

こ ろ に腰 か けて いて ， す ば ら しい 馬 の

な い 機 械 の 到 着 を い まか い まか と待 っ

て い ま した 。 そ の機 械 はす ば ら しい ど

こ ろで は あ りませ ん 。 み ん なは そ れ を

見 た 時 にび っ く りぎ ょうて ん しま した

人 々が 機 械 を見 る しば ら く前 か ら音

が き こえ て い ま した。 ご ろ ご ろ とい う

低 い 音 が して ， 宮 殿 の遠 くの角 を ま わ

って や って 来 た の は， 奇 妙 な， ぶ か っ

こ う な乗 物 で した。

それ は馬 のつ いて い な い 四輪 車 で ，

前 部 に乗 って い る人 が 操 縦 して い ま し

た 。 後 部 の人 は前 に進 む た め に， 二 つ

のて こ をふ うふ う言 い なが ら上 下 にふ

ん で い ま したＱ

そ の夜 ， ．ジ ャ ンは家 に帰 って ， ・「お

父 さ ん に， ク ロー ドと僕 が つ くろ う と

思 う機 械 は あ ん な も の じゃ な い よ。 必

死 に な って 機 械 をふ ん で い た人 は疲 れ

き って しま って ， 人 に さ さえて も らっ

た ほ どで した。 あ の人 は か わ い そ う で

す 」 と言 い ま した。

お 父 さ ん は ジ ャシ の見 方 が正 しい と

思 い ま した。・二 人 は馬 の い らな い馬 車

を つ くる た め， 続 けて 設 計 と と り組 み

ま した。 ク ロ ー ドは， つ い に あ き らめ

て や めて しま い ま したが ， ジ ャ ン は あ

き らめず ， 大 人 に な って もや め ませ ん

で した。

１８１６年 の あ る春 の 日， パ リの公 園 で

散 歩 を楽 しん で い た人 た ち は， む こ う

の 方 か らだ ん だ ん近 づ い て来 る ひ ど い

砂 ほ こ りを 見 ま した。 人 々 はび ６ く り

しま した 。 い った い何 で し ょう ？近 づ

くに 従 って ， 犬 は荒 々 し くほえ ，子 供

た ちは こわ が って お母 さん た ち に しが

（１９ ）

み つ きま した。 お ま わ りさ んは 刀 を 抜

い て ， ま だ砂 ほ こ りの 中 にか くれ て い

る恐 しい もの に 向 っ て， 走 り出 しま し

た 。

よ うや く砂 ほ こ りが静 ま った と思 っ

た ら， そ こに は， 馬 の な い機械 に ジ ャ

ン ・ニ ー ス が乗 って い ま した。 彼 は つ

い につ くっ た の で す ！人 々 に これ が 何

で ， どの よ うに して動 くかを説 明 した

後 で ， 勇 か ん な人 た ちは乗 って み た い

と言 い ま した。 彼 らは乗 っ たあ と， す ，

ば ら しい機 械 だ と言 い ま した。 その 通

りで す。 誰 れ に で も， 聞 いて ご らん な

さ い。

長 年 か か って発 明 した， 当時 の人 々

が す て きな 馬 と呼 ん で い た もの は， 今

日 で は， 自転 車 と して ，知 られ て い ま

す 。
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コ ル ク

遵 垂 態
ゆ

つ ぎ の も の を よ うい して 下 さい 。

大 き な コル クのせ ん。

ボ ー ル紙 と画 び ょ うＱ

ク レ ヨ ン とは さみ 。

１． うき に コル クの せ ん の半 分 を使 い

ま す。 コル クを 半 分 に き る時 ， お 父

さん か お母 さん に た の み な さい。

２． 切 った 半 分 の コル クを た い らな方

を 下 に して はん た い の ま る み の あ る

側 の 中 心 に ほ そ長 い穴 を あ け ま す 。

３． こ こ に あ る型 を 白 い ボ ー ル紙 に う

つ しま す 。

４． うつ した も の の両 が わ と も， 防 水

の た め に ク レヨ ンを ぬ りま す 。

５． つ ぎ に これ を き り ぬ い て， 下 の つ

ま み を コル クの ほ そ 長 い穴 に さ しこ

み ます 。

６． 重 くす る た め に コ ル クに画 び ょう

を さ しま す 。 ●
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み ち子 さん が 「だ れ に で もで き

る コル ク の う き です 。 お ふ ろ の 中

か ， 池 に うかせ る と

鳩５ と て も お も しろ い

》 わ 」 と言 っ て い ま す
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じろうを手伝だって， いろいろの

幾何学の形を 教えてあげましょう。

ノ
’ ’ ” 、 ’

、

’ ち
ょ う ち ょ

、

、

ｙ ㌔

撫，
ヂ翼
噸、

、

どろぼ うの
、
’

、 ひ み つ 、

～
「

’ ’

懸
第２章 こ う と う じ け ん

第 一 章 の あ らず じ

ダ ニ ー ・コ リンズ は ま も な く十 四才

に な ります が ， 大 人 に な った ら， 博 物

学 者 に な りた い と思 って い ま した 。 ダ

ニ ー は夏 休 み の あ いだ に ブ リク ス トン

博 物 館 に， アル バ イ トを 申 し込 み ま し

た 。 博 物 館 に き そ うされ た ち ょう ち ょ

の 包 を とい て 標 本 にで き る よ うに 整 理

す る のが 仕 事 で した。 ダ ニ ー は こ の仕

事 を 学 校 で 習 い ま した。 初 めて の 日が

お わ って ， 彼 は疲 れ て い て も， しあわ

せ な気 持 ちで か え りま した。 そ の時 ，

自分 とそ の ち ょう ち ょに ふ しぎ な こ と

が お こる と は ゆ め に も思 って いま せ ん

で した。

第 二 章

木 よ う 日， ダ ニ ー は仕 事 は おひ るか

ら に しよ う と思 って ， パ ッ ト ・パ タ ー

ソ ン に あい ま した。 そ こで 二 人 は ほか

の 友 だ ちを あつ めて ， ダ ニ ー の家 のむ

こ うが わ の空 地 へ 野 球 を しに行 き ま し

た 。

パ ム もい っ し ょに， 自て ん 車 に つ い

て い る小 さな トラ ン ジ ス タ ー ラジ オ を

（２１ ）

マ レ ー ・Ｔ ・プ リ ン ガ ル 作

チ ャ ー ル ズ ・キ ル タ ー 絵

き きな が ら野 球 を見 て い ま した。

三 回 の お もて で， ア ウ トに な った 時

ダ ニ ーは パ ムが む ち ゅ うで手 を ふ って

い るの に気 が つ き ま した。

「ダ ニー ！ い ら
っ しゃ い ！早 く／ 早 く

大 へ ん な の ！」

「ど う した の … … ！」

「ほ ら！ 聞 い て ご らん な さ い ！博 物館

の こ とよ ／」 彼 女 が トラン ジ ス タ ー ラ

ジ オ の音 を 大 き くす る と， ア ナ ウ ンサ

ーが 言 って い ま す
。 「… … さ き ほ どの

お知 らせ を く りか え します。 さ く夜 ，

ブ リクス トン博 物館 に ご う と うが お し

入 りた だ い ま， け い か ん が げん ば で そ

うさ して い ま す。 在 庫 品 を調 べ て いま

す が げん ざい の と ころ盗 まれ た も のは

ち ょう ち ょの収 集 だ け の よ うで す 。」

「あ
．／ぼ くの ち ょ う ち ょだ／ 」 と ダニ

ー は さけ び ま した。 「早 く行 か な く ち

ゃ な らな い ！」 ．

ダ ニー は友 だ ち に ゲ ー ムを つ づ け ら ・

れ ない こ とを言 い に き ま した が ， パ ッ

トは ど う して だ め な の か を知 りた が っ

た の で， み ん な か ら少 しはな れ た と こ

ろへ つ れ て い ってせ つ め い しま した。
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女は野良仕事で荒れて固 くな った手で炉か ら豆壺 を とり上 げ彼

た。 しか し彼女があげた顔は若 か った。 「あの方はど うい う

意味で 『許 し」 とい うことばを使 ってい るので しょう。」と彼女は鋭

くたずねた。

彼女の父親は その腕をテー ブルの上 においた。 ４月の年 次総大 会

に出席す るための ソル トレー ク市までの遠 乗 りはたいへ んであ った

が，行 く価値のある ものであ った。彼 は考 え深 げに額 に しわを寄 せ

た。その言葉を正 確に とらえる ことは重要 な ことであ った。 「今年

は教 会設 立５０年記念 の年 に当たるので，テイ ラー大 管長 はこの年 を

す べての負債 を赦 す ことの５０年記念祭 と老 えたいのだよ。 それ は，

さかのぼ って奴隷 や東 ば くされたものを自由にせ よ。 という旧約聖

書 時代 に行 なわれていたよ うなものだと思 うよ」。

彼女 は父親 のためにテー ブルの上 に豆を おき， それを 皿 に 盛 っ

た。小 さな男の子た ち， ジ ョセブとベ ンジャ ミンはず っと前に食べ

おわ って今 はベ ッドの中 なのだが，彼女は帰 りのお そい父親のため

に食物を暖か くしておいたのであ った。 「私達 には，奴隷 はいませ

ん」 とい って彼女は横 目でみた。

「私達 はそれに対 して別な解釈 をす るべ きだ
。私が覚 えて いるか

ぎ りでは，…… ｒもしできるな らば，価値 ある兄弟が負債 に しば ら

れていた らそれ を免除 してや りなさい。傷つ いた ラザ ロに食べ させ

るためにそのテー ブルか ら，た だのパ ンくず しか落 さないよ うな富

める人が私達 の中にいて はな らない」 とテイ ラー大管長が言われた

の だよ。教 会で は永住基金の８０万 ドル にのぼ る負債の記録を削除す

るという模範を示 してい るところだ。私達はみな その例にな らうよ

う望 まれてい る。」

彼女は ち ょっと笑 った。 「私達の中 には，た しかに 『負債に しば

られた』兄弟がいます。だけ どその人が，お父 さんのい うよ うに値

うちがあ るか どうかは疑わ しいのです。そ して， どんなに想像をた

くま しくして も，私達が富め る人 と呼ばれ ることはあ りません。」

「この勧告は教 会のすべての会員にあてた ものだ
。私達 はア ロン

サ ン家が負 う負債 を免 除 しなければな らないと思 う。」

「お父さん／」彼女 の 目は憤 りにもえた
。 「ご冗談 で しょう．／世

界 中の値 うちのない，怠惰 な， とるにた らない人 々の中で， ア ロン

ど ん な 方 法 で ？

サ ン家は もっとも悪いのです 。」

「マーサや，なあ，主は言われたではないか， 「人 を裁 くな，汝

が裁かれないためであ る」 と。」

「単に裁 きの問題ではあ りません／ 何 が正 しいかとい うことで

す。 ８年間 とい うものお父さんはあの人達 を私達 の土地 に住 ませ て

いたで しょう。彼 らがそ こに住 みつ いた時 には良 い土地で した。私

達 の地所 の うちで もっとも良 い ところで した。彼 らはそこを荒れ る

にまかせ ， しか も地代 といえば，ただ払い たい時だ けほんの少 しば

か り払 うだけで 困 った時や全額払 えないときにはいつ もかんべん し

て くれとい うだけで しょう／」

「苦 しい時が続 いたのだ。去年の夏の干ばつは多 くの人 に とって

辛 いため しだった。」

「私達 もその中に入 るのです ／」 と彼女は父親 にすが りついてす

す り泣いた。 「お父 さん，私はお父さんを愛 しています。で もなぜ

いつ もそう人 に対 して親切でなければいけないのです か。彼 らはあ

なたか ら利益を受けるだけではあ りませ んか／」

父は娘の背中を軽 くたたいてや さ しく言 った。 「まあ， そり ゃ，

どうも仕方がないのだよ 。」父は マーサの荒れた手を とり， 固 くな

った指 をなでた。 「なあ，マーサ。 おまえはお母 さんが死ん でか ら

は苦 労の しどお しだった。面 白いこともな く，私 と弟達の 世話 をす

る ことだけで青春 時代 を送 って きた。私 はそん なことは望んでいな

か ったのだよ。 しか しいつ かはおまえに埋 め合 わせ を して あげよ う

私達 は丘 の上 に家 を建て よう。」

丘 の上 の家 ／これ こそ彼女が これ までや って くるのを支 えて きた

力で あり希望で あった。他 の娘達がダ ンスやパー ティーに行 った り

若 い男達 とはにかみ なが らも楽 しく過 ごしてい る時 に，彼女は家に

いて料理や掃除や洗濯， アイロ ンかけを した り，野 良で父親 のぞぱ

で働いていたのであ る。彼 らは新 しい家を建 て る金 をつ くるために
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ア ロンサ ン家に土地を貸 して いたので あった。 そ して今，父親は そ

の負債を免 除 しよ うと言 いだ したので ある。

彼女のまぶたか ら一 しつ くの涙が こぼれた。父親 は大 きなハ ンカ
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チを とりだ してそれをふいてや った。 「おまえはこの家 の 女 主．人 ．

だ 。」 「意見をい う権利はある。 私 はおまえの賛成 な しに ものごと

を決め ることは しないつ もりだ。 だが一晩考 えて お祈 りを しようで

はないか 。」 と父は言 った。

小 さな寝室で マーサは髪に ブラシをかけなが らすわ っていた。つ

やの ある，茶色 に波立 った 日中はいつ もきちん とうしろの方 に ピン

で とめてい る髪が肩 のあた りでゆれていた。彼女は揺れ動 く鏡の中

をの ぞきこん だ。 顔色 はよか った。 眼は かわい らしか った。 これ

は彼女 の母親が舞踏 会に出か ける準備を してい るときにのぞき こん

だや り方 だろ うが。母親 は南部美人でぜいた くに育て られた。母は

福音 のためにもって いた ものを全て捨てたが，決 して不満はいわな

か った。 しか し苦 しい生活が とうとう母を死なせて しま った。父は

小川 のほ とりに小 さな小屋 を建て たので，母は水を くみに遠 くまで

．行 かずにす んだ。父 はいつ かこのような きれいな， もちろん そんな

に大 き くない一つ の家を建 てることを約束 したので あった。彼 らは

丘 の頂上 に カエデの林でふ ちど られた場所を もっていた。母は決 し

て 自分 の家を持つ ことができなか った。 マー サもまた持てないだ ろ

うか。 「私のためだけ じゃないわ」と彼女 は鏡 の中の像 に向か って

はげ しく言 った。 「小さなベ ンジャ ミンのためだわ／ も し私達が

乾燥した揚 所 に移 ることができた ら，あの子 もクルー プや その他 の

病気が そんな に重 くな らないだろ うとお医者 さんが い って いたわ」

彼女 は絶望的に うなだれて悲 しそ うにベ ッ ドの方へ行 った。 しか

し彼女 は眠 れなか った。彼女のすべての存在 は美 しい ものや，意味

もない苦役 か ら解放 され ることを求めていた。彼女は起きあが って

部屋 を横切 って暗やみ の中へ 出てい った。一個の トランクが隅に置

いてあ った。彼女 はその ブタを開けた。 ラ．ベ ンダーの香 りがその中

か らただよ ってきて，彼 女は泣 き出 した。ず っと前 に死ん だ母が残

した ものがすべての トランクに入 って いた。黄色 の しゅす の結婚衣

裳や； リボンで包んだい くつかの手紙 や， フランネルに包 まれ た重

い銀の茶器 セッ トがあ ってそれ らのにおいが していた。

次の 日は何 もか も悪 くな るよ うに思えた。 小さなベ ンジヤ ミンは

病気 で学校 を休んで家 にいな ければな らなか った。その子を看病 し

なが らアイロ ンをかけて いるうちに，父のい ちばんいい シャツを こ

が して しまっ．た。．．ま．た その仕事が終 ってか ら，父が お昼 に入 って き

て雇 い人が やめたとい った。 「す まな いな あ，お前」 と父 はま るで

自分 が悪 いかのよ うにや さ しい声 でいった。 「これ はお前が明 日町

へ行 って新 しい雇 い人 を見つ けなければな らないということだ よ。

私 はオマ リー兄 弟 と峡 谷に行 って，杉 の木 を切 る約束 を して しまっ

た。だか らおまえには手伝いが要るだろ う。」

「大丈夫です。お父 さん，私は行 きます 。」彼 女は その旅 が 心配

だ った。それは職業絡 介所に行 って もっとも粗 野な人閲たち と交 わ

ることを意味 していた。 しか し，父は正 しか った。彼 らには雇 い人

が必要 だった。・

次の朝父が オマ リー兄弟 とい っし ょに出かけてか ら，彼女は若い

ジョセ ブを学校 に送 り出 し，小 さなベ ンジヤ ミンと彼女の留守中ベ

ッ ドに入 っているよ うに約束 して ，それか ら町へ行 こ うと して馬 に

鞍をつけた。

職業絡介所で彼女は順番が来る．のをベ ンチにきちん とす わ って待

っていた。その問彼女のまわ りを，坑 夫や，駅者 や，鉄道員 などが

おしゃべ りを した り下品な冗談をい った りしなが ら歩きまわ ってい

た。彼女 はカ トラー氏 の前 に立 って ようや くほ っとした。彼はお ど

ろいて言 った。 「や あ，マー サさん ここで何を してい るのですか」

「私達 は雇 い人が必要 なのです。 カ トラー さん。前の人 はや めて し

まい，父 は自分 で来 ることが できなかったのです 。」

「困 っているのはあなただけ じゃありませ んよ。 あのむ こ うの隅の

方 で友人 に悪 態ついているあのデカイ奴 をご らんなさい。 あれはモ

ンタナへ 荷物を運 んでいる陸上運送 会社 のボスなんです よ。彼 の最

もよい駅者だ った若 い ジ ョナ ・ア ロンサ ンがち ょうどやめた とこな

んですよ 。」

「ええ ？」マーサは本当に驚いたのではなか った。あてにな らない

アロ ンサ ン家の人 々にはあ りそ うな ことだ った。

カ トラー氏は，列をつ くってい らい らしなが ら自分 の順番が くる

のを待 ってい る人た ちの ことも忘れてお しゃべ りを続 けた。 「しか

も，彼 は一言 のことわりもな しにやめたのです。給料を全部受け と

って １千 ドル以上で しょう。」 ら

か ろうじて ショックを抑 えなが らマーサは言 った。 「彼は何を し

よ うと して いると思いますか 。」

カ トラー氏 は笑 った。 「何をす る ？若い者が １ドルを持 って何を

す ると思 います か１ ど うせ好 きなことをや って ムダ使いす るだけで

しょうよ。」

彼女 は早 口に言 った。 「私 は行かな けれ ばな りません。 力 トラー

さん。雇 い人 奪私達の と ころに送 って くださいますか 。」

「承知 しま した。’今 日午後 できるだけ早 く送 ります 。」

家 に帰 りなが ら，彼女 は馬の腹 を猛烈 に突 いた。 そう， ジ ョナ ・

アロンサ ンは １千 ドル持 っているのだ った。．彼 はア ロンサ ンの ６人

の子供の うちい ちばん年上で，彼女 とほぼ同年だ イ，た。彼女 は，彼
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が いつ も空腹 そ うな様子 を して，接 まつなぼ ろ服 臨 着ていつ も学校

にお くれ てこそこそと入 って くる少年だ った ことを憶えていた。彼

は１８歳 の時運搬 の仕事 をす るために出てい ったのであ った。それは

辛 い荒仕事だ ったが賃金は よか った。彼はそれを ２年間や りつづけ

た。 そ して今彼が遊ぼ うと してい るこ．とは明 らかだ った。

彼女は それ について考えれば考え るほ ど，ますます怒 りがつの っ ‘

てい った。 「あれは私達のお金だわ ／あの役立たずのろ くでな しの

父親が借金を払わないつ もりな らば，息子 が払 うべきだわ。」

彼女が家に着いた とき，小 さなベ ンジャ ミンの咳はさ らにわる く

な っていた。ベ ンジヤ ミンは彼女 の留守 中に起 き上 って ねまきのま

毒遊びまわ ったのであ った。 そ して今 ，前 よ りもいっそ うか ら咳 を

していた。彼 女はか らしとハ ッカをね りあわせ なが ら，なんどもな

ん ども考 えた。 「もし私達 が乾燥 した所 に適 当な家を もって いた ら

この子 はいつ．もこんなに病 気ばか りして いないだろうに。」

彼女 はか らしこう薬 をその小 さな子供 の胸 に ピッタ リとは りつ け

た。 「そ うだ， こうしよ う。」 と彼女 は言 った。ベ ンジ ヤ ミンのう

ったえるのも聞かず ，彼女 は部屋 にかけ込 んで，戸を ばたん と閉め

た。怒 りにふ るえなが ら彼女 はペ ンとイ ンクと紙 をとって次の よう

に書 いた。

ジョナ ・ア ロンサ ン様ｉ

拝啓

あなたが陸上運送会社 との雇用契約を解かれて，多額のお金を受

取 られた ことをよ く知 って おります。あなた も気がつかれてい ると

思 いますが， あなたの家族 は私達 に対 して今住んでお られ る土地の

８年間の地代の借金が あるのです。 あなたのお父 さんはそのお金を

払 えない し，払 う気 もないので，道義的責任はあなたに帰する と思

われます。私達は，で きるだ け早 く払 って くだ さるよ うお願い しま

す。

マー サ ・デ ィッケ ン

彼女は戸の ところへ行き， ジ ョセ ブがブ ラブ ラと小道 を歩きなが

ら学校か ら帰 って くるのを見て大声で叫んだ。 「この手紙 をア ロン

サ ンの家へ もっていきな さい。 ジ ョナ ・ア ロンサ ンにち ゃんと渡 し

て くるんですよ 。」

次の 日， マーサが洗 濯物をかけている とジョナが 家の方へ来 るの

が見えた。彼は彼女に話 しかけないで，階段 の ところに包 みを おい

て大股 に歩いてい った。

手紙はな く，札束だけであ った。紙 幣ばか りで １千 ドル彼女 はそ

の お金をつかんで家にかけ こんだ。そ して小さなベ ンジャミンを抱

き しめて， 「ベ ンジー ！」 と叫んだ。 「とうとう私達 は丘 の上 に家 ．

が建て られ るのよ ／ そ しておまえはよ くな り，みんな もっときれ

い にな るんだわ 。」彼女が 歌を うたいなが ら 部屋 の中を踊 りまわっ

て いるのを，小 さなベ ン．ジャ ミンはお どろいて見つめていた。

彼女は父の帰 りが待 ちきれなか らた。土曜 日の夕方父 が帰 ってき．

た とき，疲れて具合が悪いよ うに見えた。彼 は山の中で重 い風邪 を

ひいたのだ った。それで彼女は家事の残 りの仕事を新 しく雇 った人

にさせて，父をす ぐベ ッ ドにねかせた。 「父には明 日言 お う」 と彼

女 はひ．と りごとを言 った。

父は病気が重 くて 日曜学校 に行けな くな ったのは年 とっては じめ

てであ った。それで マーサ と子供達 だけで行 った。彼女 はボ ンネ ッ

トをかぷ り，い ちばんいい黒の ドレスを着 て座 り，讃美歌 を歌 い レ

ッス ンに聞 き入 っていたが始終彼女は家の寝 台の敷 きゑ とんの下 に

しまい こんだ お金の ことで心を うばわれていた。
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集会が終 ってか ら監督 はみんな と握手 しなが ち玄関 の所 に立 って

いた。

「あなたのいいお父 さんは今 日はど こへ行 ったのですか， マー サ。」

「病 気なのです
。監督 さん，それで来れなか ったのです 。」

「それはお気 の毒に。今 日午後 ち ょっと寄 って お会い してみま しょ

う。」

「どうもあ りが とうござい ます 。」 と彼女は言 った 。「父 もき っとよ ‘

ろ こぶで しょう。」

「今朝欠席 した人は ほか にもい るんですよ
。ア ロ ンサ ン家の一人が

来 ませんで した。なぜだか ご存 じですか 。」

彼女 はほおを赤 らめた 。そしてあ る理 由か ら少 し罪悪感を感 じた 。

「いい えぜんぜん知 りません 。」

家で，彼女は パ ンを切 り ミル クを注いで食事の した くを している

とき，人をお どろかすよ うに注意ぶか くしかけを しておいた。彼女

が父の ところへお盆を もって行 き，そ して父 がナプキ ンを とりあげ

た時，そ こにお金があ るとい う計画 であ った。

父が呼んだ， 「なあ，マーサ。」

「何ですかお父 さん 。」

彼の顔 付は心配 そ うに見えた。 「私 はおまえが家 に帰 って くるの

を待 っていたんだよ。 ア ロンサ ンの家で何 か困 ったことが起 った ら

しい。お前あそ こにい って何 かおまえが助 けることので きることは

ないかみてきては くれまいか。」

「い ったいど うしたのです か。」

「ア ロンサ ン姉 妹が今朝 叫びなが らやって きて
， ジ ョナが家を 出て

い った と言 っていたのだよ。」

「何か理 由を言 っていたのです か。」

「いや，ただの書 きつ けを置 いて いっただ けで， それには 『私 は行

きます。 そ して二度 と帰 って きません』 と書 いて あった そうだ 。」

アーサはのどがつ ま りそ うだった。

「多分 ，また運送 にもどったので しょう。」

「いや， そんな億 ず はな い。 あの若者 は一 カ月前監督の ところに行

って 自分が伝道 に出られ るか どうかたずねた。彼はそのためにかせ

いだお金を全部ためて おいた。彼の家族は，彼を大変誇 りにしてい

た 。そして彼はただ召 され るのを待 っていた。だか ら彼がいな くな る

とい うのは不思議なのだ。おまえあそ こに行 ってア ロンサ ン姉妹を

な ぐさめてあげ られ るか どうか見てきて くれないかい，マーサ 。」

しか し，答はなか った。彼 女は 自分の部屋にかけ こんで，膝 まず

いて彼女がや った ことの恐 ろ しさに気がつ いて叫んだ。

「主 よ私を お許 し下 さい ！お許 し下 さい！」

＊ ＊ ＊

砂漠の中を遠 く行 った ところで， ジ ョナ ・アロンサ ンは乗 ってい

る馬 を普通の速 さにおとしていた。彼の怒 りは消 え去 っていた。彼

は手綱をゆ るめた まま にしてが っ くりとうなだれていた。疲 れた馬

は，猛烈な駈足か ら解放 されたのを喜んで， とぼ とぼ と，歩 いてい

た。次第 にその若者は その とぼ とぼ歩いている リズ ムに気がついて

きて ，と う言 って いるよ うに思えた。 「彼女は知 らなか った。彼女

は しらなか った。彼女 はしらなか った 。」

彼 は手綱 を引 き，馬は うれ しそ うに とま った。数分 聞 ジョナはす

わ って老 えて いたが， そ．れか ら向きを変えて今来 た道 を引返 しは じ

めた。

「僕 はもどろう。……他の運 搬の仕 事をみつけよ う，……またお

金を ためよう，……そ していつか，主 が私 に望 んでお られ ることを

しよう／」



著名な宗教欄編集者 ＭＩＡ を探訪

モ ル モ ニ ズ ム は 若 さ を．保 つ

教 会 の 会 員 は み な， 外 部 の人 達 がＭ ＩＡ の プ ログ ラム につ

い て い だ く印 象 に 関心 を も って い ます 。 ユ ナ イ テ ッ ド ・プ レ

ス ・イ ン タナ シ ョナ ル の専 任 編 集 者 で あ るル イ ス ・カ セル 氏

が ソル トレ ー ク市 に数 日滞 在 し， Ｍ ＩＡ の六 月 大 会 を 訪 問 し

て， ワー ド部 のＭ ＩＡ集 会 や プ ログ ラム に出 席 しま した。 次

は カセ ル氏 が ユ ナ イ テ ッ ド ・プ レス ・・ｆンタ ナ シ ョナ ル紙 で

報 道 した談 話 か ら抜 粋 した もので す 。

施 は 輿
携 轟

ｅ 舜

一■■騨σ一■■一

１９６８年 ４月 ６ 日土 曜 版 「デゼ レ ト ニ ュ ー ス」 か らの抜 粋

１２歳から２５歳までのモルモンは皆自動的にＭ ＩＡ プログラ

ムに登録 され，参加するしないにかかわ らず，名簿 こその名

前がのる。会員が広 く散在 していることを考慮に入れると，

どのＭ ＩＡの組織 も出席率が平均 しておよそ登録人数の％も

あることは注目すべきことである。

相互発達協会 （略 してＭ ＩＡ）という名前 とそれを組織 し

た霊感はプリガム ・ヤングによる。彼は迫害 にあったモルモ

ル達が，ユタ州の大塩湖の岸辺に 「新 しいシオン」を建設す

るため，西の荒野を牛車隊で歴史的な旅をした時の教会の大

管長であり，開拓指導者であった。

約一世紀前 （正確には９９年前）ブリガム ・ヤングは，少隼

の非行に関 して，今日我々の時代にあって社会学者が警告 し

ていると同じ結論に達 した。つまり子供を問題から守 る最良

の方法は，健全な活動に参加させることだという結 論 で あ

る。

彼の教唆により 「すべての良きこと，美しきこ とを 求 め

る」のを奨励すぎため，モルモンの少年少女のためにいくつ

かのグループが創設された。

モルモンが禁酒禁煙であることを知っている人々は， 「彼

らはダンスにも眉をひそめるであろう」 としばしば考えるよ
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うで あ る。 ブ リガ ム ・ヤ ング は， ダ ンス や 球イ オ リ ンを ひ く

こ と さ えふ ま じ めだ と暫 め られ る よ うな厳 格 な清 教 徒 の家 庭

で 育 っ たが ， こ う語 って い る。

「私 は 自分 の子供 に は
， そ の よ うな不 自然 な訓 練 は させ な い

つ も りで す 。 ダ ン スへ 行 って もい い し， 音 楽 を勉 強 し， 小 説

を 読 む の も良 い し， 彼 らの心 を 向上 させ る こ とは， 何 で もさ

せ ， 彼 らを 自由 に して ， 身 も心 も束 縛 す るよ うな こ とは しま

せ ん」

１９世 紀 半 ば に して は ， 珍 ら しい程 ，広 い心 の持 主 で あ った

斎の ブ リガ ム ・ヤ ン グの 精 神 は ，今 日で もな お，．モ ル モ ンの

若 い人 達 の プ ログ ラ ムに反 映 して い る。 フ ォ ー ク ・ダ ンス や

ワル ツ だ け に限 らな い品 の あ る少 年 少女 の 舞 踏 会 は， モ ル モ

ンの社 交 生 活 の大 き な一 部 を 占あ て い る。若 い人 達 は， Ｍ Ｉ

Ａ の集 会 で 自由 に ダ ンス の レ ッス ンが 受 け ら れ る。 年 配 者

も， Ｍ ＩＡ や ワー ド部 が 開 催 す る ダ ン スに 出 席 して い る。

金 曜 日か 土 曜 日め夜 に は， ソル トレ ー ク市 だ け で な く世 界

中 に散 在 す る モル モ ンの レ ク リエ ー シ ョン ・セ ン タ 」で， 教

会 主 催 の ダ ンス パ ー テ ィが い くつ も催 され て い る。

教 会 は礼 儀 の標 準 を 強 く うち出 して い る。 つ ま り， フ ラ ッ

グ や グ ーガ ル ー とい っ た 「肩 や 腰 を ふ った り，極 端 に ね じっ

た りす るよ うな， 体 を グ ロテ ス ク にね じ り動 か す 」 ダ ンス は

除外 して い る。 休 憩 時 間 に は フ ロ ア ー シ ョウが あ って ，退 場

す る人 もそ れ を思 い と どま る。

非常 に か わ い ら しい モル モ ンの少 女 達 は 「控 え 目な ミニ 」

と言 え そ うな長 さの ス カー トを は いて い る。 （あ る モル モ ン

の 父親 は私 の憶 測 を認 め る よ うに次 の よ うに語 って い た 。 ス

カ ー トの長 さに つ い て は， 父親 と娘 の 間で ， 時 に は娘 が 涙 ぐ

む 程 は げ し く言 い 合 って結 局 は お互 い に歩 み よ った もので す

と）

青 年 の プ ロ グ ラ ムに は， 音 楽 ， 演 劇 ， ス カ ウ テ ィン グ （ボ ー

イ ス カ ウ ト等 ） や ス ポ ーツ．も強 調 され て い る。

音 楽 を 愛 好 す る心 もま た， モ ル モ ンの歴 史 に深 く根 ざ して

い る。

モル モ ン の開 拓者 達 は荒 野 を横 切 る難 儀 な旅 を続 けて い る

間 ， 歌 を うた って心 を励 ま した。 世 界 的 に有 名 な タ バ ナ クル

合 唱 団 や ， ワ ー ド部 の音 楽指 導 者 に訓 練 され た７０００余 の コー

ラス ・グル ー プ に よ って ，今 日 もな お， そ の伝 統 は生 か され

て い る。 楽 器 の演 奏 も， 奨 励 され て い る。 少 な く と も一 年 に

一 度 は
， 各 ワ ー ド部 で音 楽 祭 が 開 か れ， そ こで は ， 若 人 達

が ， 歌 声 や ， い ろい ろな 楽 器 演 奏 によ って ， タ レ ン トを競 い

合 う。 私 の 出席 した 音 楽 祭 で は， キ ル ト （ス コ ッ トラ ン ドで

は く男 子 用 の短 い ス カ ー ト） を は い て ， バ グ ・パ イ プを演 奏

した グル ー プが あ って ， あた か も今 日の風 潮 に さか ら うよ う

に さえ 見 え た。

モル モ ンが ソル トレー ク市 に到 着 して 着 手 した の は， シ カ

ゴ とサ ンフ ラン シ ス コ の間 に建 設 した 大 き く立 派 な 劇場 で あ

った。 １８６２年 ｝こそ れ が 建 設 され て 以来 ，演 劇 は１ す べ て の年

代 の モ ル モ ン， 特 に若 い人 達 の生 活 に と って重 要 な もの とな
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って い る。 モ ル モ ンの ワー ド部 や Ｍ ＩＡ （湘 互 発 達 協 会 ） で

は ， 一 年 に一万 もの演 劇 を上 演 して い る。 驚 い た こ と に は，

それ らの 大 部 分 が ミュ ージ カル な の で あ る。 私 が 観 劇 した

もの は明 らか に， しろ う との 製作 に な る もの で あ っ た が ，

一 般 に教 会 の 演 劇 と して 想像 され る水 準 以上 の も の で あ っ

た。

モル モ ンは ア メ リカで 最初 に ボ ー イ ・ス カ ウ トを 後 援 した

教 会 で あ り， 今 日で も世 界 で 最 大 の ボ ー イ ・ス カ ウ ト ・プ ロ

グ ラムを 運 営 して い る。 １９２８年 に は青 年 に とっ て よ り高 い プ

ログ ラムが 必 要 で あ る こ とを 認 め，「バ ンガ ー ド ・ス カ ウ’ト」

と呼 ばれ る運 動 を 開 拓 した。 ５年 後 に， そ れ は全 国 ボ ー イ ・

ス カ ウ ト連 盟 に よ って 正 式 に採 用 され， 今 日で は， エ クス プ

ロー ラー ・ス カ ウ ト ・プ ロ グ ラ ム と して全 国 に知 ら れ て い

る。

Ｍ ＩＡ が モル モ ンの 少 年 達 を 引 きつ け て い る最 大 の魅 力 は

組 織 的 に運 営 され て 競 い あ うス ポ ー ッで あ る。 各 ワー ド部 そ

れ ぞれ に， バ スケ ッ トボ ール ， バ レ ーボ ール， ソ フ トボ ー ル

な ど の年 齢 別 チ ー ムが い くつ か あ る。 彼等 は， 定 期 的 に リー

グ戦 を行 な って ， 各 リー グ のチ ャ ン ピオ ンは地 区決 勝 へ 進 出

し， さ らに最 後 は大 規 模 な 全 国 トーナ メ ン トへ進 む。 バ ス ケ

ッ トボ ー ル の トー ナ メ ン トは毎 春 ソル トレ ー ク市 で 開 か れ，

野球 の ワ ール ド ・シ リー ズ と同 じよ うな 興 奮 を 引 き起 して い

る。

この若 い人 達 に対 す る広 範 な プ ロ グ ラ ムを 押 し進 あ て ゆ く

に は， 大 人 が 多 くの時 間 を と って 指 導 しな くて は な らな い。

ホ ー ムテ ィー チ ャー， 日曜 学 校 の教 師 ， 演 劇 の監 督 ， ダ ン

ス， 音 楽 の教 師 ， ス ポ ー ツ の コ ーチ 等 ， 他 の もの も数 え る と

典 型 的 な モル モ ンの ワー ド部 で は， 無 報 酬 で 働 ら く 仕 事 が

２５０も あ る。

多 くの モ ル モ ンは， Ｍ ＩＡ の活 動 や 教 会 の仕 事 に 一週 間 の

うち １５～３０時 間 を費 して い る と語 って くれ た 。

他 の 多 くの 宗派 で’は， そ れ ほ ど多 数 の大 人 が そ れ ほ どの時

間 を 奉仕 す る こ とは， ま っ た く困難 で あ ろ う。 モ ル モ ンに は

それ が で き る。 タナ ー副 管 長 は次 の よ うに語 って い る。 「末

日聖 徒 イ エ ス ・キ リス ト教 会 に は， 傍 観 者 の会 員 はあ りま せ

ん 。 私達 は， 仕 事 を依 頼 され て， 言 い逃 れ や 言 い わ けを した

り， 回 避 した りしませ ん。 子 供 の時 か ら， 教 会 の召 しは， 神

のお 召 しで あ る と教 え られ て い ます 。 心 よ りの信 仰 を もつ 人

々は 神 が 召 した もう時 に， は い と答 え る ので す 」

モ ル モ ンが ま じ めな信 仰 を も って い る こと は疑 問 の余 地 が

ない 。 そ して お そ らくは そ れ が， 若 い人 々を 教 会 に ひ きつ け

て い る最 大 の 秘 けつ な の で あ ろ う。

ただ 「Ｍ ＩＡは若い人々を教会にひきつける」とい う理由

だけにしても，有名な新聞記者の記 した前述の文章は，Ｍ Ｉ

Ａの影響の大きいことを述べており，霊感によるこのプログ

ラムに活発に参加するすべての教会員を勇気づけて くれるも

のです。

＼ここ
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組難 諜 懲幾響 鷲 看撒 長畿 盟灘 雰蓬謄 緊翻 繕 覧壁
また先祖についての消息 を思 い出 してきて いる。 この よ うに して私達 は何百万 もの人 々に神殿の業をほ ど

こす ６００万以上 の家族 の記録 を系 図協 会のアーカイブ （記録保存所）へ保管 して きた。

神殿 が多 くな って くるにつ れて ，系図 の情報 を収集す る作業 も増 えて，今 日まで に，各国か ら集め られ

た幾万幾千 もの人々が親 の心 を子 に，子 の心 を親 に向 ける業 にたず さわってい る。

末 日聖 徒 イエス ・キ リス ト教会 の会員 は，世間の人 々とは違 った理 由で系図を探究 してい る。私達の救

い にとっての仕 事は必須の ものであ る。聖 なる神殿 の真 の族長制 によって数 々の家族を共に結び固め るこ

とは永遠の原 則である。 それ は聖な る神権 に関す る真の族長 （家長） 制度に基 いて，い くつ もの家族が結

び固め．られ るための変 らざる原則 なのです。

会員 が神殿へ入 る回数がふ えてい くにつれて，血縁の死者に対 する儀式 もより多 く執行 され て き て い

る。そ してそれに伴 って （主 か ら与 え られた責務 に対 して聖徒達が忠実であ る結果）地上でつな ぐところ

の ものは天にて もつながれ，地上 で とくところのもの．は天 にて もとかれ るよ う，儀 式の記録 が保 存されて

い る。それは予言者 ジョセ ブ ・ス ミズによ って次 のよ うに語 られてい る。 「人或いはわれ らが語 るところ

を極めて大胆な る教 理 と思 う者 もあ らん。す なわち記録 をな しまた は地 に於て結び而 して天に於て結 ぶ権

能の教理な り。 さりなが らこの世に於 けるあ らゆる時代 に於て ，何時 にて も主が 何人に もまたは何人た ち

にも実際の啓 示によ りて神権 の時代 を与 えたまい し時 には常 にこの権能与え られた り。 これを以て，何事

にまれ これ らの人々権能 によ りまた主 の御 名によ りて これを為 し， また正 しく忠実 にこれを行い， この事

を適正かつ忠実 に記 録 した るところ「は，大 いなるエホバの定 めたも う法令 によ．り天地の律法 とな りて何人

もこれを無効 とする能 わざ りき。 われ誠 を以て この事 を言 うな り。何人か これを聞か ざるべきゃ 。」 （教義

と聖約 １２８：９）

そこで， この啓示に したが って，すべ ての神殿 の儀式 は主の宮 （神殿） に忠実 に記録 され るのであ る。

系図協会で も，正確な記録一 天の公式な記録 ではないに して も，聖徒達が記録を重複す るのを避け るた

め， そ して主の家にあ って誰 の儀式 が執行 され たかを確認す るた あの記録一 を作成 してい る。 この事は
の

単 にアー カイブに保 管 されている家族 の記録 に関 して だけで はな く，主の神殿で エ ンダ ウメ ン トを受けた

個 々人の名前が記入 されている小 さなカー ド （縦横 ３イ ンチと ５イ ンチ） について も言え る。 これ らの カ

ー ドは アル ファベ ッ ト順 に整理 されて神殿記録牽 引局 （Ｔ ＩＢ） と呼 ばれ るところに保管 されてい る。 こ

れ らの ファイルには，３６万 以上 ものカー ドがあ り，今 日これは系図協会にあ って最 も大切な探求の手立て

の一つ とな って いる。 ． ・

２年程 前，私達 は教 会のすべての人達が， この重要な ファイル設備を利用でき ることに気づいた。神殿

記録索 引局に保管 されてい るこの先祖の情報を得たい と思う人は誰れで もそれが得 られ るとい う制度が案

出 されたので ある。 申請の書式が作成 されて新 しい方法が生れた。、この部分 でわずか ２年 と云 う期間に，

有能な若 い婦人 たちが５０万以上 もの個人の名前を，照 合 してい る。平均 して毎 日おおよそ一千 もの申請 書

にっいて，申請 のあった個 々人 に神殿の儀式が執行 されてい るか どうかを照合 し， もしな されていれば，

カー ドに記録 されて いる情報 を提供 して いるので ある。

この仕事 は無料で あ って，個 々人の カー ドの写 レは・情報を求めてい る人 へ送 られる・ もし家族の記録

もほ しいので あれば， これ も複写を とって カー ドの複写 と一緒に送 られる。 多数の家族記録 であれば，そ

れは有料 とな る。ふつ う２， ３枚の シー トに対 しては請求されず， ４枚 以上 になる時のみ料 金を請 求され

る。

申請書 は，ステー キ部長， ワー ド部監督の もとへ無料で送付 され，彼 らはその地 方の教 会デ ィス トリビ

ュー ション ・セ ンター 牽通 じて それ らの 申請書を処理す るよ うに手配す る。申請者が申請書に記 入する と

それは系 図協会 ，（ＧｅｎｅａｌｏｇｉｃａｌＳｏｃｉｅｔｙ，１０７Ｓｏｕｔｈ Ｍａｉｎ Ｓｔｒｅｅｔ，Ｓａｌｔ ＬａｋｅＣｉｔｙ，Ｕｔａｈ８４１１１・Ｕ・Ｓ・

Ａ）へ直送 され る。系図協会はその申請書に回答 を付 して申請者の もとへ直接返送す るよ うにな っている。
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末 日聖 徒 イ ェ ズ ・キ リス ト．教 会

系 図 協 会

ユ タ州 ８４１１１， ソー ル トレー ク市 サウスメイ ンス トリー ト １０７番地

索引 カー ドな らびにアーカイブ （記録保存所）保管記録複写申請書

、

枠の中 にあなたの姓名，郵便宛先住所，郵便番号を記 入 して下さい。

酌

照 合希望 の人 につ いて あなたが知 ってい る限 りの ことを下に書き入れて下 さい。

姓

名

出生年月日

出生 場所

結婚年月日

死亡年月日

父親の姓名

誰 と

母 親 の結 婚前 の姓 名

末 日聖徒イエスキリス ト教
会でのパプテスマ の 日付

他 の 結 婚

末 日聖 徒イエスキ リス ト教会
での エ ソダウメぞ トの 日付

この人 に対す るあなたの続柄

あなたの希望す る写 しは どれか，印を して下 さい （裏面のただ しがきをみる こと）

□ 索 引カー ド （末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会でのバ プテスマ，エ ンダ ウメン トの 日付を記 してある）

□ この人 が親 と して記録 されてい るアー カイブ保管記録 （宋 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会での，配 偶者

と結 び固め，バプテスマ，エ ンダウメ ン トの 日付を記 してあ る）

□ ・この入 が子供 として記録 されて いるアー カイブ保管記録 （末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教 会での両親 と

の結 び固め，バプテスマ，エ ンダ ウメン トの 日付 を記 して ある）

索引カー ドの複写 を希望す る時 は，下記 に印を して下 さい。

□ 問い合せ この調査 の結果 につ いて私が 問い あわせ ます。
り

□ ．郵 送 この調 査の結 果を郵送 して下 さい。

索 引 カ ー ド見 本

Ｐ 神殿 ハ ワ イ

Ｎ ｏ． Ｎ ｏ． ９５２５ 巻 Ａ 頁 ２２７

姓名 由 中 八 郎

出生年月日 １５９９年

出生場 所 福 島 県 日 本

死亡年月日 １６８７年 ９月 ２２日

父親 田 中 太 郎

母親 ミ ヨ

結婚年月 日 １６２２年 ５月１２日 誰 と 山 田 キ ミ

家族代表者 山 田 誠 ５ ｇｇ Ｓｏｎ ．

バプテスマ年月 日 １８８８年１１月２０日 代理人

エ ンダ ウ メ ン ト年 月 日 １８８９年 １月 ４日 代 理 人

夫と妻の結び固め年月日 両親昏の結び固め年月日

㊥

これ は，末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会神殿索 引カー ドの複写 ，

な らびに系図協会 アー カイブに保管 されている家族 の記録 の複写 を

申請す るた めの フ オー ムです。記録 は英文 ですが内容 は左記の通 り

です。

シー リングの 日付は通常，索引 カー ドではわか りませ んが， アー

カイブ保管記録 とか，．系図協会の情報部や，委任 されて いる系図探

求者を通 じて入手出来 る神殿 記録原 本のマイ クロフィルムで知 るこ

とがで きます。

バプテスマの 日付が，索引 カー ドやアーカイブ保 管記録 に示 され

て いな ければ系図協会の図書館や支部の系図図書室 で ワー ド部や支

部記録原本の マイクロフィル ムで見つけ出す ことが出来 ます。

手数料 は多量の申請 についてのみ請求されます。

送金 しないで下 さい。 もし必要な折は，．あなたの申請 を完成 した

時 に請求 され ることにな っています。
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伝道 部 長 メッセー ジ

日本 伝道部 長 ウ ォ ル ター Ｒ． ビ ル ス

愛する兄弟，姉妹の皆さん，

実 りの秋を迎え，感謝祭 も近ずいておりますが，私達も今

年の収獲を調べてみる時であると思います。

多 く与えられるものは，それだけ多 く求められます。私達

が主に仕える時に受けた多 くの祝福を数えてみま しょう。

主は私達のために方法を備えることなしに，何一つとして

為すべきことをお与えになりません。 しかし，私達は何かを

する前にまず主に熱心に祈 り求める必要があります。私達は

ある時にはその熱心な祈りに答えがなかったと思 うこともあ

るで しょう。 しかし，そう考えることはやめまよう。答えは

確かにあります。問題が解決 されたり，求めたものがす ぐに

答えられないこともありました。 しかし，主はおそらく問題

を解決する力をお与えになり，正しく問題を解決する知恵を

お与えになって，私達を祝福 して下さいま した。また，おそら

く私達が自らへ りくだって善いことをし，より偉大なものに

対 して備えをするよ うにして下 さいました。私達は奉仕する

時に成長 します。神の息子，娘である私達は天父の御意と大

いなる望みとをより深 く学ぶことが必要です。主の御業を助

ける一層の備えをし，家長 として私達の家庭に授かったいと

しい子供達を教え導 く責任を果す備えをしなければなりませ

ん。すなわち私達の両親が賢明に生き生きと私達に与えて く

れたと同 じ愛と献身と励ましとを与えるのであります。

この教会の会員になつた時，私達は以前には知 らなかった

事を経験 しました。私達は教会を通 して神より日々賢明な生

活をする糧を与えられる故に教会を必要 としており，また教

会 も私達を必要としていることがわか りました。今や収獲の

時を迎えて私達は教会の働きによ り何を得たでしょうか。私

達は自ら価値ある備えを し，さらに学び進歩をはかったでし

ょうか。 「神の栄光は英知な り」と教えられています。 もし

私達か教会の書物を読まず，与えられたクラスで教師 として

よく準備をしなかったならば，何一つとして取 り入れること

かできません。若い人々から老人にいたるまで，私達は本当

に卓越 した者 となっているで しょうか。

ニ ー フ ァイが ， 兄 弟 達 に言 った こ とを思 い起 して み ま し ょ

う。 「私 は主 が命 じた も うた こ とを 行 って 行 う。 私 は， 主 が

命 じた も う こ とに は， 人 が そ れ を 為 し とげ るた め に前 以 て あ

る方 法 が備 えて あ り， それ で な くて は ，主 は何 の命 令 も人 に

下 した ま わ な い こと を承 知 して い るか らで あ る」。

私達のまわりを見渡す と，実に私達の生活は富めるもので

あります。多額の富を得る機会に恵まれた教会の多くの人々

が，イエス ・キリス トの福音が生活の中にある喜びにまさる

ものはないと言 っております。

倉の中には多 くの物があって も，もし私達がそれらを受け

るにふさわしくなければ，それ らを期待することができませ

ん。神殿に行 く準備はこの一例であります。私は霊的，精神

的，道徳的，経済的な意味で言っているのであります。

この準備は一朝一夕でなされ得るものではな く，また 「ハ

イ，私は今 日も，またこれからも主の家にまい ります」 と言

うことはできません。私達のために備えられた倉の中にある

この非常に聖なる贈物にふさわしく，聖典を学ぶことにょり

準備をし，主の家に入る価値あるものとなる必要があります。

主が私達を愛 されていることは，この時代に絶えず もたらさ

れる多くの事柄によりわかるのであります。私達はこの世が

終る前 に，数々の偉大にして栄えある業を見ることでしょう。

福音に従って生活することはなみ大抵のことではありませ

（次頁へつづ く）
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伝道 部 長 メ ッセ ー ジ

日本沖縄伝道部長 エ ドワー ド ユ キオ 岡崎

、

雛
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難
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簸

愛する兄弟姉妹のみなさま， 役立つ多 くのことを決定いたしました。

私たちがこの伝道部にまいりましてからの五週間は素晴ら

しい経験で した。すべての支部をまわって 日本の方々と軍人

の方々にお会いしました。宣教師や多くの教会員にお会いし

て講 し毒拠み．なさ．ま・⑳証謁を’うかが：いまも潅σ．．盤 エ缶 一、匿．１融 」・

学穫；一聖饗雲整１蠕も，扶趣 雛会麟馨ｒ聲葺に：ご臨、パプテズ』

マ会梶一睡出露い便 しまもたＵ そ粍ら蝕機鯨 ；．一．藤たち 』

は僑樺灘 》多く霞聖徒嚢芳藩い唇素晦 ら；１しも・儀道離蕪騰晒で

いることを心から感 じ；勇録を与尭 られたのです。’日．本沖羅 ．．

伝遵離麟 大き．〈腿げて齪 〉ます。私たち雌みな信擁深．』

〈自分の責任を威む遂げ巻な らば， この伝道部に長遣の進歩

があることは．瞬．らかです６

１０且１１日から１４日まで，軍人 も含あてすべての地方部長と

宣教露のゾーン登．一葵一 （腿 主任〉一・たちで，指導者のワー

クショップ （研修会）を開きました。さまざまな問題を解決

し，訓練を行なって，共 に働 くためのより良い方法を学びま

した。このワークショップにおいて， この伝道部がさらに立

派にな り，イエス ・キリス トの福音をもっと良 く広めるのに

私たちはこの地で主の御業に携わることを楽 しみとしてお

ります。道を踏んでゆく時いつ も主の御力と指示を感 じてお

ります。各地を訪れた時に教会員や宣教師のみなさまは私た
．．－疹愚 蔭錘疹雛遅して下きいま．した

。みなざまの支部で私たち
．’．に示 して下さいま一した親雛に感講七てお．り．ます』私た：ちはみ

一なざまの；論六一ｒ人に澄会い した時に，これまでの生涯を通 じ

． て知 けあ
づていた人たちのよ うな親しみを感．じ，みなさま方

こ の愛を感むま した。

この福音はイエス ・キリス トの福音であることを証詞いた

します。私たちが身一と心を捧げているこの福音は真実であり

ただ一つの救いに導 く真理であります。神の真の教会に加わ

ること，神より与えられた神権を持つことは何という恵みで

しょうか。みなさま方の闇で働 くことができ，みなさま方の

兄弟姉妹であることを本当にうれ しく思っております。

主の特別の祝福がみなさまの上に豊かにあ り，いつも御家

庭の中とみなさま方の心の中にその祝福が宿 りますように。

（前頁か ら）

ん。勇気を，信仰を，忍耐を必要 とします。私達の多 くは勇

敢で恐れることがなく，試 されて証詞が強 くなり，終 りまで

耐え忍ぶことができると感 じております。

兄弟姉妹，私は，私達すべてがこのようになることを願っ

てお ります。 しかし，私達と同じほどの信仰や強さがなく，

援助と励ましを必要 としている人々もおります。彼 らに手を

さしのべて，彼らが必要 としているこれらの属性を伸ばす助

けを し，確固たるものにしてあげようではありませんか。

この収獲の時にあたり，私達のバスケットはあま り一杯で

はないかもしれませんが，それは取 り入れに失敗 したという

意味ではありません。私達は充分な時間をつ くり，残 された

仕事を成 し遂げることができるのであります。

救い主がおヤ・でになった時に， ランプの油を買いに行かね

ばならなかった故に，主に会 うことができなかったおろかな

乙女のようにならないよう備えをしましょう。主が日本の私

達を祝福なさって私達すべてがついにはバラの花となって咲

くことができますように。

ヒンクレー長老がバラの花のたとえを話されま した。初め

バラは小な枝だけでしたが，やがてつぼみが現われて，ついに

は美 しい花を咲かせました。日本における福音はあたかもこ

のバラのようなものであります。まさにそのバラは満開にな

ろうとしておりますが，この開花を見るために私達すべてを

必要 としているのであります。私達の立派な働きを見るすべ

ての人々が天父を崇めるように，模範的な生活をしましよう。

．８２



神 の羊 の群 に入 って
１０月 ６ 日安 息 日 の 午 後 ， ８ ・ ９，月 に 新 ら し く教 会

に 入 られ た 兄 弟 姉 妹 が ， 日本 伝 道 本 部 に 集 い ま し

た 。 こ の 日 集 っ た 改 宗 者 は ， 京 浜 地 区 ６支 部 に 所 属

す る 人 々 で ， ビ ル ス 新 伝 道 部 長 ご 夫 妻 を 囲 ん で ， 証

詞 会 を 開 き ま した 。 約 ４０名 の 参 加 者 が ２ 時 間 余 り に

わ た っ て ， 全 員 証 し を し， 一 人 一 人 を 導 い た 主 の 御

業 に 感 動 し ま し た 。

「ご らん， ここにモルモ ンの泉があ る。 あなたた ちは神の羊の群 に

入 って神の民 と言われ ること， 互 いに苦難 を軽 くす るため に喜んで

助 け合 うこと，悲 しむ者を思いや って共に悲 しむ こと， 慰めが要 る

者 を慰 める こと， また神に膿 われ第 一の復活 にあずか る者の数 に入

って永遠の生命を得 るよう，いついかな る時で も， どの よ うな所 に

居て も，どん なことについて も， 死 に至 るまで も神 の証 し人 にな り

たい と心か ら思 って いる。従 って， あなたたちは主 からます ます豊

にその 「み たま」を賜 るよう， 主 に仕 えて その命令 を守 るとい う誓

約 を主 に立て た証拠 として， 主 の御名 によ ってバ プテスマを受 ける

のに何 のさ しつか えがあ ろうか」 と。

集 った民 は この言葉を聞いて非常に喜びその手 を叩いて， これは

わ れわ れが真心か ら願 うことである」 と言 った。 モー サヤ書１８章

証 詞 村 井 博 美
（東 京 中 央 ）

私 は最 初 ， 神 と キ リス トの存 在 を 信 じる こ とが で き ませ ん

で した。 バ プ テ ス マを 受 け る時 にな って も， 「神 を信 じる」

と言 えず ， 「神 を 信 じな けれ ば な らな い と思 う」 と しか 言 え

ませ ん で した。 ．

しか し， 昨 日 （１０月 ５ 日），私 は す ば ら しい体 験 を した の で

す。 一 旦 教 会 員 とな った か らは最 後 ま で ま じめ な 教会 員 で あ

る こ とが 当然 の義 務 （皿ニ ー フ ァ・ｆ３１－ ４１） だ と考 え た私 は
【１聖 典 の勉 強 を続 けて き ま した が

， 咋 夜 も， モル モ ン経 を味 読

した私 は， いつ もの よ う に祈 りを 始 め た の で す。 す る と， ど

うで し ょ う。 しば ら くす る と， 突 然 す ば ら しい感 動 に お そ わ

れ， しば ら くの 間声 を 発 す る こ と さえ で きな か った の です 。

私 が， 本 当 の意 味 で， 心 身 共 に教 会 員 とな った の は 昨夜 で

あ る と言 っ て よ い と思 い ます 。 新 しい 一 歩 を ， そ れ ま で頭 の

中 で しか認 識 で き なか っ た こ とを 身 を も って 知 る こ とに よ っ

て踏 み出 した と い う こ とは ， 私 の 今 後 の 人生 に重 大 な意 義 を

もつ もの で あ る と考 えて お ります 。 私 は ， 今 ，確 信 を も って

証 詞 す る こ とが で き ます 。 即 ち， 神 とキ リス トは確 か に生 き

て い らっ しゃ るの で あ り，私 た ち が謙 遜 な気 持 ち で 祈 る と

き，私 た ち に応 えて くだ さる とい うこ とを 。

「汝 心 の 中 に よ く思 い計 り
， そ の後 願 う こ と も し正 しか ら

ば ， 汝 願 わ ざ るべ か らず 。 願 うこ と正 しか らば ， そ の 時 わ れ

汝 の心 を 内 に燃 や さ ん。 これ に よ りて 汝 に そ の 正 し きを感 ぜ

しむ」。 （教 義 と聖 約 毒９ ：８） 私 は弱 き者 で あ ります 。 多 く

の誘 惑 が私 を待 ち受 けて い る こ とで し ょうが， 誘 惑 が 大 き け

れ ば大 きい ほ ど， そ れ を克 服 した と き の報 い は大 き い こ とを

信 じて， 一 歩 一 歩 進 んで い き た い と思 って お り ます。

ζの証 詞 を， イ エ ス ・キ リス トの御 名 を 通 しで い た し ま

す 。 亀 アー メ ン

Ｌン

第一回 写 真 コ ン テ ス トに 応 募 し ま し ょう ！

読 者 の 皆様 に よ る「写 真 コ ンテ ス ト」を 行 い ます 。自称 ，他 称

を 問 わ ず 名 カ メ ラマ ン の兄 弟 姉 妹 ，ふ るって 応 募 して 下 さ い 。

○ テ ーマ は， 瀦 と生 活 （家庭の夕べ， ホームテ ィーチ ングその他明 るくユーモアのある教 会生活風景）

Ｏ応募資格は，聖徒の道予約愛読者のみ

○応募方法は，応募写真 （キヤビネ版，白黒 カラーともよし）

に題名 と５０字以内の説明文をつけて住所，氏

名，支部名を謁載 して送る。
も

０締切は，１２月３１日で当日消印有効

○優秀作品は，聖徒の道に紹介 し，記念品賞品 ？？？を贈呈

○送り先は，〒 １０６ 東京都港区南麻布 ５－ ８－１０

末 日聖徒イエス ・キリス ト教会

聖徒の道「写真 コンテス ト」係

○お送 り下さった写真，説明文はお返 ししませんのでご了承

下さい。
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プ ラ イマ リー 〔初 等 協 会 〕は じま る
、

日 本 伝 道 部

救 い主 は しば しは人 々に，子供た ちに対 して も

ってお られ る限 りない愛の気持 と，純粋 てけがれ

の ない子供た ちの気持を喜ばれ るお話 しをなさい

ま した。

「幼な子 らをわた しの ところに来 るままに して

おきな さい，止めてはな らない。神 の国は このよ

うな者の国であ る。 よ く聞いてお くがよい。 だれ

て も幼な子のよ うに神 の国を受けいれる者で なけ

れば， そこにはい ることは決 してて きない」

（ルカ １８ １６～１７）

また主は この神の霊の子供 を正 しくよ りよ く育

て るための責任 を両親 かよ く果す よ うにと警告 な

さいま した。 （教義 と聖約６８ ２５～２８） 私た ち

か もし幼い時よ り子 供たちを正 しい方向へ 向わせ

るよ う努めるな らは子供た ちは大人 にな って もよ

き道 を歩 む事 か出来 るのです。

子をその行 くべき道 に従 って教え よ， そ うすれ

ば年老 いても，それ を離れ る ことが ない。 （箴言

２２ ６）

プ ライマ リーは ３歳 ～１１歳 の子供 たちを対称 に

行われ る集いであ ります。 プ ライマ リーの組織 は

１８７８年 ８月２５日に ユタ州 テ ィヒス ・ファー ミンク

トンにおいて発足 しま した。 そ して今 や この 日本

の地において も１０月 ５日，第 １回プ ライマ リーか

東京北支部 と西 支部 て開かれま した。つっ いて １２

日か ら東京中央支部 も活動 をは じめま した。今 後

ますます大 きな進展 があ るよ う祈 る次第 てあ りま

す。

趨 雛熱

懸
鞭

難
義 籔 轡ご１難嚢

糠

灘
籔

灘 馨

ボ ー ル 遊 び （東京北）

醸

嚢

難

鎌

蕪懇
遥 擁撫

馨 漁 藻

欝 醗懸

礪灘
離

プ ラ イ マ リ ー に 集 っ た 子 供 た ち （東京西）

ビル ス姉妹と東京北支部 プライマ リーの会長会

蝶繰 。

纂黛

プライマ リーに集 った子供た ちと父兄 （東京北）

蕪

灘

馨螺
輔愚
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日 本 沖 縄 伝 道 部 さ響 轡と壕儲畿 書鰹 記忽霧 銘難
各家庭て開かれよ うとしてい る。それに続 くものは，プ ライマ

リーか予想 され るか， Ｒ本沖縄伝道鄙 ては，プ ライマ リーの最

初の集会を開 こうとしている。 （最初 のプ ライマ リーは１０月４日

那覇支部て開かれた 。〕

去 る ８月３０日プ ライマ リー第 一副 会長の リオ ン Ｗ ・トキシ

ー姉妹か当伝道 部を訪 れ， 日本 におけるプ ライマ リー開始 の目

途を視察 された．当伝道 部は トキ ノー姉処 の来訪 と賢明 な指導

を受けて感 謝 している。 それて 当伝道部て は近 日中 に三宮支部

か阪神地 区の支 部にプ ライマ リーの組織の モテル を設 けて，開

始す る予定てあ る。

これによ り，プ ライマ リーの年頃の子 供た ちは， レノス ンを

受けて祝福 を受 ける、伝道部長会て は この ことに大 きな期待を

寄 せてい る。なげな ら，プ ライマ リーは主の こ謝画の一つてあ

り、子供 たちを主 の教 会て １動くよ う準備 させ，終局的には昇栄

に導 くか らてあ る。

偉大な指 導者 や優れた宣教師 かプ ライマ リーの頃か らその教

育 を受けて育 まれてきた ことは， ご存知の通 りであ る。およそ

物 事は小よ り大 なるもの起 る。今 回の プ ライマ リー開始か当伝

トキシー姉妹，岡崎姉妹と 田ロ兄 弟のご家族 道部のみな らす全国に波及す る ことか期待 され る。

一 ～へ（一邸 一へ〔♂一～～ｖ Ａ 斌 （（誇ノ）ｖ ｖ一 一 ♂～ い ４～～ｖ ）ρ一 ／〕へ ）へ 一 （甘ヘズ）㌦ ゾ）〉） 甘ｖ 肌 ρノ、＼ハ／ｖ＼ズ ー ｖ ∫ ゼｖ ＼’ 、＼ｒ邸 ㌔〉＼〆（ノ㌔〆ノ＼〆〉）“ ）㌧ ｖワ

京都支部だよ り

世界中の人 々に， 日本て知 っている所 はと問 えは，東京 ・京

都 と答え るて しょう。西に位 置す る千古 の都，京都 は確 かに人

々の一度は見ておきたい都 市て しょう。 この古 めか しくも奥 ゆ

か し く近代的な京都にあるのか私 たちの支部てす。 この中か ら

その信仰の強 さを全国に発揮 している会員 か誕生 して来 たのて

す。長年支部長を勤めて来 られた片 山富夫兄弟 は地方 部評議員

に，中村晴兆兄弟は，第一副地方部長 として働 らいてお られま

す。

さて支部の盾動の状況は と言います と，Ｍ ＩＡには学生 を主

体 と した求道者の群。準備 された レ ノス ン。統 制か とりに くい

程繁 昌 してい るタ ンスクラス。活発な神権 者が待望 されている

各組織 には，兼任の会員か多 くいて，課 外盾動 は大変 てすか，

京都支部特有の何か事かあれは短期 間に発揮 する団結 かあ り，

十 月十 日の支部ハサーては，すは らしい兄 弟姉 妹の働 きか伝 え

られ るで しょう。

建物 は，皆 さん ご存知の きわめて古めか しいお屋敷 を改造 し

た仮住居てす。支部長は建築資金のチ ャ レンノを極力進 めて行

こうと会員 に協力を求め，又推進 してお られます。１９７０年ＥＸ

ＰＯ （万 国博賢会〕を 一つの契機に急速 な会員獲得 と支部改築

を しよ うと一層の団結，宣教師 との協力，神様 の豊 かな導きを

願 って います，読者の皆 さん，京都支部 の拡大 と発展を祈 って
一トさるよ うに慎 しんて お願 い致 します

。京都にお寄 りの際には

是非支部 にお立寄 り下 さい。心か ら歓迎 させていたた きます，

（宇野兄弟記）

麟㌦握 ㌦

畢 勝 菰 ・

瞬 ；

京都支部長会

櫓

左よ り 玉屋兄弟 （書記）川口兄弟 （第 ２副）

高良兄弟 （支部長）宇野兄弟 （第 １副）

Ｍ Ｉ Ａ ダ ン ス ク フ ス



り

、 １

ス ポ ー ク ン ワ ー ド

リチ ャ ー ド Ｌ ．エ バ ン ズ

、 聖

徒

の
づ

忘れ る者はだれか
我 々 が い か に速 く遠 くへ 行 こ う と，い か に 多 くを作 りな し遂 げ よ う と，』

決 して 答 え られ ぬ 問 い が あ る。 … … 探 求 ， 目的 を た ず ね 意 味 を さ ぐり確

証 を求 め る こ と。 ま た い つ の世 に も我 々 は簡 単 な こ の こ とを必 要 と して

い る。幸 福 ，健 康 ，愛す る人 々 ，義 務 ，礼 儀 ，奉 仕 ，誠 実 。 そ して そ れ

らに加 えて 謙 遜 さ 我 々 が 知 るべ き こ と をほ とん ど知 っ て い な い と

い う こ とに気 づ く時 に生 まれ る謙 遜 さ を， 必要 と して い る。我 々 は時 々 ，

あ る程 度 ，少 しの こ と を発 見 し， い くらか の こ と を支 配 す る。 しか し ，

天 侯 ， 季 節 ，時 ． 潮 の 満 干 ， 歳 月 ，病 い ， 生 と死 ， そ れ らの 自 然 は ，我

々 に まか さ れ た わ ず か の場 に お け る小 さ な 言葉 や 智 恵 と ，真 理 と究 極 の

答 え を求 め る飽 くな き探 究 に もか か わ らず ， その お もむ く まま に我 々 を

運 ぶ 。 二 つ の細 胞 が い か に して結 合 ，分 離 し ， あ る もの は 目に ， あ る も

の は歯 に ， あ る もの は毛 髪 に な る の か を誰 れ が 知 ろ うか 。 誰 れ が ， 成長

す る種 や 草 の葉 や虫 や 生 き た一 つ の細 胞 を作 り出 せ よ うか 。幾 世 紀 の昔 ，

神 が ヨブ に尋 ね 給 う た この 問 い に誰 れ が答 え得 よ う。 「わ た しが地 の 基

をす え た時 ， ど こ に い た か 。．・… ・・か の 時 に は … … 神 の子 た ち は み な喜 び

呼 ばわ っ た。 … … も し これ を こ とご と く知 って い るな ら ば言 え 。光 の あ

る所 に至 る道 は いず れ か 。… … だ れ が 人 な き地 に も ，人 な き荒 野 に も雨 を

降 らせ るか 。… … あ な た は天 の法 則 を知 っ て い るか ，… … あ な た は 馬 に そ

の 力 を与 え る こ とが で き るか 。 … … た か が舞 い あ が り， そ の翼 を の べ て

南 に 向 か う の は ， あ な た の 智 恵 に よ るの か ， う ち に智 恵 をお い た の は

だ れ か 」 。身体 に癒 え る力 を与 え たの は誰 れ か 。 動 物 に 本 能 を与 え たの

は誰 れ か 。 も し春 の 季 節 が め ぐ らず ，種 も育 たず ，収 穫 が な か った な ら

ば ， ど う で あ ろ う。 人 は 多 くを な し遂 げ ， 多 くを学 び ， 多 くを 見 い 出 し

た 。 だ が 慢 心 は でき ぬ 。 あ ら ゆ る誰 弁 と 自己 満 足 を も って して も、，我 々

は無 限 の 御 父 の 前 に あ る子 供 にす ぎぬ 。幸 福 と健 康 ，謙 遜 ，愛 す る人 々 ，

義 務 ，礼 儀 ，奉 仕 ， 誠 実 ， そ れ を必 要 とす る神 の 子 供 で あ る。 「人 は何

者 なの で ， これ をみ 心 に とめ られ る の で す か 」２。 他 に この 問 い が あ る。 ’

「忘れる者はだれかゴ。 ’ 街 尋濤 ぎ男

道 ．
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Ｆ Ｅ Ｎ放 送 で毎 日曜 日 ８ ：０５～ ８ ：３０ａ．ｍ

まで 、 ス ポ ー ク ン ・ワ ー ドとタバ ナ クル

コー ラ ス が 放 送 され て い ます 。
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